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モルグ街がいの怪かい事じ件けん

マリー・ロジェの謎なぞ

盗ぬすまれた手紙




探たん偵てい新聞〈第１号〉

名めい探たん偵てい紳しん士し録ろく　オーギュスト・デュパン
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　一八××年の、春から夏にかけての時期だった。

　ぼくはパリで、Ｃ・オーギュスト・デュパンという人と、親しくなった。

　この若わかい紳しん士しは、きわめてりっぱな──名門の出といってよい人物だった。

　ところが、不ふ幸こうなことが重なって、ひどい貧びん乏ぼう暮ぐらしをしていた。

　そのため、しょんぼりとして、名門を復ふっ活かつさせる気力もなくなっていたのだ。

　そうはいっても、彼かれから財ざい産さんを取りあげた人たちも、少しは残のこしてくれたので、なんとか食べてはいけたのだった。

　ぜいたくなどもってのほかだったが、幸いなことに、彼かれは本さえあれば、あとはなにもいらないという男だった。

　ということで、ぼくたちが知りあったのも、モンマルトルの図書館でだった。

　そこでふたりは、たまたま同じ、ほかではめったにお目にかかれない本をさがしていて、ばったり出会ったのである。

　彼かれはフランス人らしい率そっ直ちょくさで、つつみかくさず自分の家のことを話してくれた。

　たいへんな読書家の彼かれは、なんでも知っている知ち識しきと、びっくりするくらいの想そう像ぞう力りょくの持ち主で、ぼくはそこにひかれたのだ。

　そのころ、ぼくはある目もく的てきがあって、パリにいたのだが、そのために彼かれのような人物といっしょにいるというのは、まさに願ねがってもないことだった。

　そこで、ぼくはパリにいるあいだ、彼かれといっしょに住むことにしたのである。

　ぼくのほうが多少はふところが豊ゆたかだったので、フォーブル・サン・ジェルマンの奥おくまったところにある、半分こわれかけた空あき家やのような一いっ軒けん家やを借かりることができた。

　そこでぼくたちは世間からかくれて、客も呼よばず、ふたりだけで暮くらしていたのだ。

　ぼくはこれまでの友人たちに、新しい住まいについてはいっさい知らせなかった。

　デュパンのほうは、というと、すでに世間から忘わすれられてだいぶたっていた。

　というわけで、ぼくたちはまったくふたりだけの生活を送っていたのだ。

　デュパンは夜の闇やみが好すきだったので、ぼくもそれにならった。

　夜明けが近づき、あたりが明るくなってくると、家じゅうのよろい戸をしめて、ロウソクを二本だけともす。

　ロウソクは青ざめたかすかな光を放つのだ。

　ぼくたちは、ほの暗いなかにすわって、本を読み、ものを書き、話をする。

　やがて、ほんものの夜がやってくる。

　するとぼくたちは腕うでを組んで、表に散さん歩ぽに出かける。

　その日の話題を語りあい、あるいは遠くまで歩いていって、騒そう々ぞうしいパリの街まちなかで、ふたりだけの世界を心ゆくまで楽しむのだった。

　こうしたとき、ぼくはデュパンしか持っていない特とく別べつな能のう力りょくに気がつき、ただただおどろいた。

　彼かれはその力を、けっして自じ慢まんしたりなどしなかった。

　しかし、それをじっさいに使ってみたくてしかたないようだった。

　デュパンは、たいていの人は、胸むねに窓まどをあけているようなものだ、という。
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　なにを考えているか、すべてお見通しだというのだ。

　それが噓うそでもなんでもないという証しょう拠こに、デュパンは何度も、ぼくの考えていることを言いあててみせるのだった。

　そういうときの彼かれは、無む表ひょう情じょうで、うつろな目をしている。

　ふだんは豊ゆたかで落ちついた声が、急にはねあがって、高音になるのだ。

　一いっ種しゅの興こう奮ふん状じょう態たいにおちいるのである。

　そのようすを見ながらぼくは、昔から言われていることだが、人間には二つの面があるということを考えた。デュパンの中に二つの異ことなった性せい格かく──新しいことを創つくりだす面と、むずかしいことを解ときあかす面──があるのでは、と考えたのである。

　みなさんに理り解かいしていただくために、具ぐ体たい的てきな例れいをお話しすることにしよう。
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　ある夜、ふたりでパレ・ロワイヤルあたりの長く、うす汚よごれた道を歩いているときのこと。

　ふたりとも、自分の考えに没ぼっ頭とうして、ひとこともしゃべらず、十五分ほど、ただ黙もく々もくと歩いているときだった。

「たしかに彼かれは小こ柄がらな男だ。役者よりも芸げい人にんになったほうがいいな」

と、いきなりデュパンが言ったものだから、

「やはり、きみもそう思うだろう」

　ぼくは自し然ぜんにあいづちをうってから、びっくりして聞きかえした。

「おどろいたな。きみは、どうしてぼくの考えていることがわかったんだ。ぼくは──」

と言いかけて、口をとじた。

　デュパンはぼくがだれのことを考えていたのか、ほんとうにわかっていたのだろうか。それをたしかめてみたくなったのだ。

「シャンティーは、背せが低ひくいから役者にはむかない、ときみは思っていたじゃないか」

　シャンティーというのは、もともと靴くつ屋やの職しょく人にんだった。

　それが、大の芝しば居い好ずきだったため、毎日のように劇げき場じょうに通っているうちに、そんなに芝しば居いが好すきなら、ちょっと出てみるかい、と声をかけられるようになった。

　それが評ひょう判ばんになって、とある有名な悲ひ劇げきで主役をつとめるまでになったのである。

　ところが、これがさんざんの悪あく評ひょうだったのだ。

「どうしてぼくの考えを読みとることができたんだい。その方ほう法ほうを、教えてほしいね」

「くだもの屋だよ」

とデュパンは言った。

「彼かれのせいで、きみはあの元靴くつ屋やが、今の役ばかりじゃなく、あんなおチビさんじゃ、どんな役にもむいていない、と思ったのさ」

「くだもの屋だって？　いったい、なんの話だ」

「ぼくたちがこの通りに入ってきたとき、きみはぶつかったじゃないか。十五分ばかり前に」

　そう言われて、思いだした。

　表通りからこの路地に入ったとき、ぼくはリンゴのかごを頭の上にのせた男と、あぶなくぶつかりそうになったのだ。

　でも、そのこととシャンティーのことが、どうむすびつくというんだ。

「かんたんなことさ。きみがなにをどう考えていたか、その道すじを逆ぎゃくにたどってみようじゃないか。

　シャンティー ─ オリオン座ざ ─ エピクロス ─ 舗装の技術ステレオトミー ─ 道路の敷しき石いし ─ くだもの屋」

　なるほど、自分がなにをどういうふうに考えて、ひとつの結けつ論ろんにたっしたのかを、たどってみるという試こころみは興きょう味みぶかいものだ。

　たいがいの人は、あることがきっかけで考えはじめたことが、とんでもなくかけはなれたことにたどりついたり、思いもかけない方向にそれてしまったりすることに、びっくりするにちがいない。

　きつねにつままれたような顔のぼくにむかって、デュパンはこうつづけたのである。

「ぼくたちが大通りの角をまがって、この道に入ったとたん、頭の上に大きなかごをのせたくだもの屋の男が、ぼくたちの前をよこぎろうとした。そして敷しき石いしがつみかさねてある場所に、きみをつきとばしたろう。

　つんであった石が動いて、きみはすべって足をひねった。

　それでいらいらしたきみは、なにか文もん句くを言いながら、つんである石を見て、だまってまた歩きだしたんだ。

　そのあときみは、ずっとうつむいたまま歩いていた。道路のへこみや、馬車のわだちを見ながら、ね。

　ははあ、まだ石のことを考えているな、と思ったよ。

　ラマルティーヌという路地に入ったとき、きみはようやく明るい表ひょう情じょうになって、なにかつぶやいていた。

　その道は、敷しき石いしを独どく特とくのやり方で美しく組んでいる。それを見てこの舗ほ装そうのしかたにつけたキザな言葉──舗装の技術ステレオトミーとつぶやいたんだな、と察さっしがついた。

　となれば、きみはこのことから、これ以い上じょうこまかく分けられない最さい小しょうの原子アトミーを連れん想そうし、さらに世界がその原子からなりたっているという原子論ろん者しゃのエ＊ピクロスのことにたどりつくだろうことは、火を見るよりあきらかだ。





エピクロス…古代ギリシアの哲てつ学がく者しゃ。ラテン語の言葉…古代ローマの詩人オウィディウスがローマ暦れきの年中行事を詩にした野心作『祭さい暦れき』の五月の項こうから引用。






　だって、つい先日、ぼくたちはエピクロスのことを話しあったばかりじゃないか。

　このギリシアの哲てつ学がく者しゃが大昔に、地球以い外がいにも生命が存そん在ざいする可か能のう性せいを予言したことが、最さい近きんの天文学によってたしかめられたというのに、だれもそのことをほめないのは不ふ当とうだ、とぼくが文もん句くを言ったろう。

　そうしたらあんのじょう、きみは目を上げて、オリオン座ざのほうを見たじゃないか。

　これできみの考えている道すじは、ぼくのたどった通りだった、と確かく信しんしたんだよ。

　ところで、きのう、シャンティーの悪口を言っていた雑ざっ誌し記者が、元靴くつ屋やが悲ひ劇げきを演えんじるにあたって改かい名めいしたことを皮肉ってこきおろしたところで、ラ＊テン語の言葉を引用していたね。

　最さい初しょの文字は、以い前ぜんの発音をなくしたり──Perdiditペルディディト antiquumアンティクム literaリテラ primaプリマ sonumソヌム。

　というのを、さ。

　これはオリオンOrionという言葉は、もともとウリオンUrionと書いた、ということを言ったもんだ、ときみに話したろう。その言葉を引用した記者が、役者の背せが低ひくいことをからかって言ったのを、きみはぜったい忘わすれてはいまい。

　そこで、オリオンからシャンティーに考えがおよぶだろうと思ったのさ。

　そうしたら、きみはくちびるに笑わらいを浮うかべた。

　そして、それまで下をむいて歩いていたきみが、急に頭をおこして伸のびあがったんだ。

　ああ、きみはシャンティーが背せが低ひくいということに思いあたったんだ、そう思ってぼくは、きみの考えに割わって入り、たしかに彼かれは小こ柄がらだから、芸げい人にんのほうがむいている、と言ったのさ」
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　それからしばらくしてのことだった。

　法ほう廷てい新聞の夕ゆう刊かんに、つぎのような記事がのったのである。









奇き怪かいな殺さつ人じん事じ件けん！



　けさの三時ごろ、サン・ロック区でおそろしい悲鳴がたてつづけに聞こえ、ぐっすりねむっていた近所の人ひと々びとをたたきおこした。

　モルグ街がいにある、四階かい建だての家から聞こえてきたものだった。そこには、レスパネー夫ふ人じんと娘むすめさんが住んでいた。

　びっくりした人たちが、中に入ろうとしたが、ドアはあかない。

　かけつけたふたりの警けい察さつ官かんといっしょに玄げん関かんをかなてこでこじあけて、家の中にとびこんだ。そのときにはもう、悲鳴はやんでいた。

　悲鳴が聞こえたのは、だいぶ上の階だった。

　みんなで一階の階かい段だんを駆かけあがっていたとき、はげしく争あらそう声が、上から聞こえてきた。

　三階まであがったときには、物音はすっかりやんで、しずかになった。

　一同は、ひと部屋ひと部屋しらべながら、四階の奥おくにある大きな部屋までたどりついた。

　そこは中から鍵かぎがかかっていた。むりやりこじあけて飛とびこむ。

　入ってみると、内部はたいへんなことになっていた。

　いすやテーブルなどはめちゃめちゃにこわされ、あたりいちめんにちらばっていたのだ。

　ベッドはひとつしかなかったが、ふとんやマットレスはひきちぎられて、部屋のまん中にほうりだされていた。

　いすの上には血まみれのカミソリがのっている。

　床ゆかの上にはナポレオン金きん貨かや、イヤリング、スプーン、そして金きん貨かがたくさんつまった袋ふくろなどがちらばっていた。

　大きなつくえの引きだしはひらかれ、中身はらんぼうにひきだされている。

　金庫もあいていて、中はひっかきまわされていた。

　室内を見まわすと、人の姿すがたはなかったが、暖だん炉ろがすすだらけになっていた。首をつっこんで、煙えん突とつの中をのぞいてみた。その中に娘むすめが押おしこめられていた。

　ひきずり下ろしてみると、からだじゅうにかすり傷きずが、顔にはひっかき傷きず、そしてのどにはしめられたようなつめあとが残のこされている。もう、手おくれだった。

　部屋じゅうを捜そう索さくしたが、それ以い上じょうはなにも見つからなかった。

　そこで裏うら庭にわにおりてみると、そこにレスパネー夫ふ人じんが死んで、よこたわっていた。
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　のどをかき切られ、からだじゅう切りきざまれている。

　この残ざん酷こくな殺さつ人じんについて、今のところ、手がかりはなにひとつ見つかっていない。




　次の日の新聞は、さらに続ぞく報ほうを伝つたえていた。









モルグ街がいの惨さん劇げき　続ぞく報ほう



　今回のおそるべき事じ件けんについては、多くの証しょう人にんがとりしらべをうけたが、今のところ、事じ件けんを解かい決けつするのに役立つような証しょう言げんをした人はいないようだ。

　以い下かに、それらの証しょう言げんを紹しょう介かいする。









クリーニング店勤きん務むポーリン・デュボールの証しょう言げん



　この三年ほど、亡なくなったふたりの洗せん濯たくをひきうけていて、よく知っている。

　仲なかのよい母おや娘こで、お金もきちんとはらってくれた。

　なにをして暮くらしていたのか知らないが、母親は占うらないをしていると聞いている。

　小こ金がねをためているといううわさもあった。

　洗せん濯たく物ものを取りにいったり、とどけにいったりしたが、そのときにほかの人とは会ったことがない。人をやとってはいなかったようだ。四階の部屋以い外がいは使っていなかったと思う。









たばこ屋ピエール・モローの証しょう言げん



　四年近く、レスパネー夫ふ人じんにたばこやかぎたばこの葉を売っていた。

　わたしはここの生まれで、ずっとここに住んでいる。レスパネー母おや娘こは六年以い上じょう、あの部屋に住んでいた。以い前ぜんは宝ほう石せき商しょうが借かりていたが、彼かれはそれを又また貸がししていた。

　レスパネーさんはこの家のオーナーで、借かり手てが又また貸がしするのを嫌きらって、自分でここに住むことにしたのである。

　ふたりは近所づきあいをしなかったが、お金は持っているらしかった。

　奥おくさんは占うらないをしていると聞いたことがあるが、よく知らない。

　娘むすめさんを五、六回見かけた。

　ふたり以い外がいには、一、二度運送屋を見かけた。それから十回くらい、医者が来たことがあったな。




　そのほか、近所の住人からは同じような証しょう言げんがあった。この家をおとずれる人はいなかったようだし、ふたりに親しん戚せきがいたかどうかを知る人もいなかった。

　通りに面した窓まどは、ほとんどよろい戸をしめたままだったし、裏うら庭にわのほうの窓まどは、四階の奥おくの大部屋の窓まどをのぞくと、しめきったままで、あけているのを見たことはなかった。









憲けん兵ぺいイシドール・ミュゼの証しょう言げん



　早朝の三時ごろ、呼よばれて現げん場ばに行ってみると、二、三十人の人たちが中に入ろうとしていた。けっきょく、銃じゅう剣けんでもって（かなてこにあらず）玄げん関かんをこじあけた。

　それまで聞こえていた悲鳴は、とびらがあくとぴたりとやんだ。

　わたしが先頭にたって上にのぼった。二階のおどり場までくると、はげしく争あらそうような声が二度した。

「くそっサクレ！」とか「おいっディアブル！」といった言葉だった。あらあらしいフランス人の声だが、女の人の声ではなかった。

　もうひとつは外国人の声で、男か女か、よくわからないするどい声だった。

　意味はわからないが、どうもスペイン語ではないか、と思う。









となりに住む銀細ざい工く師しアンリ・デュヴァルの証しょう言げん



　自分はまっ先に家の中に入ったひとりだ。

　ほぼ憲けん兵ぺいの言ったことは正しい。家の中に入るとすぐ、玄げん関かんのとびらをしめた。

　真夜中にもかかわらず、人がたくさん集まってきたからだ。

　上から聞こえてきた声のうち、するどいほうはイタリア語だったように思う。

　フランス語じゃなかったことはたしかだ。

　男の声だったかどうかは、はっきりしない。

　自分はイタリア語は知らない。

　言葉の調子から、イタリア語だったと確かく信しんしている。

　ここの母おや娘こはふたりとも知っていて、何度も話しているから、甲かん高だかい声がふたりのものでないことはまちがいない。









レストラン店主オーデンハイマーの証しょう言げん



　自分からすすんで証しょう言げんしたのだが、フランス語は話せないため、通つう訳やくのお世話になった。

　わたしはアムステルダム生まれのオランダ人である。

　たまたま現げん場ばを通りかかって悲鳴を聞いた。

　十分もつづいたろうか、長く、高いさけび声だった。

　そのとき、みんなといっしょに建たて物ものに入り、あとはみなさんがおっしゃる通りだった。

　ただ一点、甲かん高だかい声は、フランス人の男だん性せいだった。まちがいありません。

　なんと言っているのかわからなかったが、高く、早口で、言葉の最さい後ごがはねあがったりして、いやな感じの声だった。

　もういっぽうの、あらあらしい声は、「くそっサクレ！」とか、「おいっディアブル！」とかくりかえして、そして一度は「ちくしょうモン・ディユー！」と言っていたように思う。









ドロレーヌ街がいミニョー父ふ子し銀ぎん行こうの頭とう取どりジュール・ミニョー（父）の証しょう言げん



　レスパネー夫ふ人じんの資し産さんを、八年前の春からおあずかりしている。

　それからたびたび、少しずつおあずかりし、これまで一度もひきだされたことはなかったのに、事じ件けんの前日、ご夫ふ人じんがいらして四千フランひきだされた。

　全部金きん貨かで持ち帰るとおっしゃるので、行こう員いんがひとり付つきそって、お宅たくまでお送りした。









ミニョー父ふ子し銀ぎん行こう行こう員いんアドルフ・ルボンの証しょう言げん



　あの日は正午ころ、四千フランをふたつの袋ふくろにつめて、レスパネー夫ふ人じんといっしょにお宅たくまでうかがいました。

　玄げん関かんがあくと、お嬢じょうさまが顔を出されて、ひと袋ふくろを受けとられ、もうひとつはお母さまにわたされました。

　わたしはそのまま失しつ礼れいしましたが、そのとき通りにはだれもいませんでした。

　わき道の、さびしい通りでしたから。









仕し立たて屋やウィリアム・バードの証しょう言げん



　現げん場ばに入りました。

　この二年間、パリに住んでいるイギリス人です。

　先頭に立って階かい段だんを駆かけあがったひとりだが、問題の言いあらそう声ははっきり聞いた。

　あらい声のほうはフランス人で、なんという言葉だったか、思いだせない。

　ただ、「くそっサクレ！」というのと「ちくしょうモン・ディユー！」というふたつの言葉は、はっきり聞いた。

　それから何人かで、もみあっているような音がした。

　甲かん高だかい声のほうはとても高音だった。

　イギリス人ではなかったな。ドイツ人じゃないだろうか。あるいは女じょ性せいの声かもしれない。ぼくはドイツ語はわからない。




　このうち四人の証しょう人にんは、さらに記き憶おくをたどって、次のように証しょう言げんしている。

　娘むすめさんの死体が発見された部屋のとびらは、内うち側がわから鍵かぎがかかっていた。

　一同が四階まであがったときには、家の中は完かん全ぜんにしずまりかえって、物音はまったく聞こえなかった。こじあけて中に入ったとき、室内にはだれもいなかった。

　表の部屋も奥おくの部屋も、窓まどはすべて内うち側がわからロックされていた。

　ふたつの部屋のあいだのとびらは、これもしまっていたが、鍵かぎはかかっていなかった。

　表の部屋の廊ろう下かに出るドアは錠じょうがかかっていて、鍵かぎは内うち側がわの鍵かぎ穴あなにささっていた。

　四階の廊ろう下かのつきあたりには、表通りに面した小さな部屋があって、とびらがあけっぱなしになっていた。ここは物もの置おきにつかっていたらしく、ふるいベッドやその他、がらくたであふれていた。

　そこもふくめて、家じゅうていねいにしらべてまわった。

　煙えん突とつもきれいにそうじした。

　四階かい建だての建たて物ものには屋や根ね裏うら部屋があって、そこには引ひき窓まどがあったが、がんじょうに釘くぎ付づけされていて、何年もあけられた形けい跡せきはなかった。

　言いあらそいの声を聞いてから、部屋の中に押おしいるまで、人によってさまざまだったが、三分から五分というところだったろう。とびらをあけるのに、てまどったのだ。
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葬そう儀ぎ屋やアルフォンソ・ガルシオの証しょう言げん



　モルグ街がいに住むスペイン人。最さい初しょに建たて物ものに入った者のひとりです。

　こわがりで、上にはあがらなかった。

　ただ、言いあらそう声は聞いている。

　あらっぽい声はフランス人だったが、なにを言っているのかはよくわからなかった。

　甲かん高だかい声はイギリス人だ。英えい語ごはわからないが、言葉の調子でまちがいない。









ケーキ屋アルベルト・モンターニの証しょう言げん



　まっ先に上にあがったひとり。

　もちろん声は聞いていて、あらっぽいほうはフランス人、少し言っている言葉がわかったけれど、なにか説せっ教きょうでもしているような感じだった。

　甲かん高だかいほうはまったくわからない。早口だったし、話す言葉が、上がったり下がったりしていた。ロシア人じゃないかな。自分はイタリア人で、ロシア人と話したことはない。




　ここでまた、何人かの証しょう人にんが呼よびもどされた。

　四階の各かく部屋には煙えん突とつがあったが、どれもせまくて、人間が通れるはずはない。

　そうじをしたときも、煙えん突とつそうじに使う円えん筒とう形けいのブラシでごしごしやっただけだ。

　自分たちがのぼっているあいだに、こっそりおりる裏うら階かい段だんみたいなものはない。

　お嬢じょうさんの死体は、煙えん突とつをふさぐようにつっこまれていて、四、五人で力いっぱいひっぱらないとおろせなかった。









医い師しポール・デュマの証しょう言げん



　夜明けごろ、呼よばれて死体をあらためた。

　ふたりの遺い体たいは、娘むすめさんが発見された部屋のベッドの上に寝ねかされていた。

　まず娘むすめのほうだが、全身にあざができて、ひふがすりむけていた。

　煙えん突とつの中にむりやり押おしこまれていたというのだから、当とう然ぜんだろう。

　のどにもすり傷きずがあり、あごの下にはつめあとや、かき傷きずがあった。

　顔色はおどろくほど変かわり、みぞおちをけられたのか、打ち身があった。

　ひとり、ないし数人の犯はん人にんによって、しめ殺ころされたものと思われる。

　母親のほうは、めった刺ざしにされていた。

　右足、右みぎ腕うでの骨ほねはくだけ、全身に打だ撲ぼく傷しょうがあった。

　どんなふうにすれば、こんな傷きずができるのか、理り解かいできない。

　重い棍こん棒ぼうか鉄てつ棒ぼう、それともいすかなにかをふりまわしたとすれば、こんな傷きずができるかもしれない。

　のどはするどい刃は物もので切ったのだろうか。









外げ科か医いアレクサンドル・エティエンヌの証しょう言げん



　デュマ医い師しといっしょに呼よばれて検けん死しをしたが、彼かれの証しょう言げんに訂てい正せいしたり、付つけくわえたりすることはなにもない。




　そのほか、何人かの者がとりしらべられたが、以い上じょうに付つけたすことは、なにもなかった。

　これほど奇き怪かいで不ふ可か解かいな事じ件けんは、はじめてといってよかった。

　警けい察さつは、完かん全ぜんにお手上げの状じょう態たいである。




　その日の夕ゆう刊かんは、いまだおさまっていないサン・ロック区の興こう奮ふんを伝つたえている。

　現げん場ばはあらためて念ねん入いりにしらべなおされ、証しょう人にんの尋じん問もんもくりかえされたが、あいかわらず、謎なぞは謎なぞのままだった。

　もっとも、最さい後ごに、銀行員のアドルフ・ルボンが、殺さつ人じんの罪つみで逮たい捕ほされた、と報ほうじていた。すでにわかっていること以い外がい、彼かれと犯はん罪ざいをむすびつける事実はなにも出てきていない、というのに。
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　デュパンは、この事じ件けんに興きょう味みをかきたてられたようすだった。

　彼かれはとくになにも言わなかったが、すくなくともぼくは彼かれのそぶりから、そう判はん断だんしたのだ。

　ルボンが逮たい捕ほされたことを聞くと、彼かれはぼくに、この事じ件けんをどう思うかたずねた。

　ぼくとしては、パリじゅうのみんなが考えているように、謎なぞだらけで、さっぱり見当がつかない、と言うしかなかった。犯はん人にんをどうしたら見つけられるか、困こん惑わくするばかりだ、と。

「こんな中身のない捜そう査さで、方ほう法ほうなんて判はん断だんできないよ。

　パリの警けい察さつは、かしこいというけれど、うまくやっているように見えて、たいしたことはない。行きあたりばったりで、方ほう法ほう論ろんというものがないのだ。

　たしかに捜そう査さのしかたはいろいろ心こころ得えているようだが、じっさいの事じ件けんにあたると、まったく役に立たない。

　そういえば、貴き族ぞくになりたくてしかたない金持ちの町人が、音楽を聴きくために部屋着を持ってこいと言ったという、モ＊リエールのコメディを思いだすね。

　たしかにパリの警けい察さつも、たまには成せい功こうすることがある。しかし、それはこつこつと努ど力りょくしたからであって、地じ道みちな努ど力りょくが通じないとなると、お手上げなのだ。

　いい例れいが、ヴ＊ィドックさ。





モリエール…フランスの俳はい優ゆう、劇げき作さっ家か。ヴィドック…フランソワ・ヴィドック。犯はん罪ざい者しゃからパリ警けい察さつの高こう官かんとなった伝でん説せつ的てきな人物。






　勘かんも根気もある。けれど、きちんと方ほう法ほう論ろんを学ばずに、ただがむしゃらにやるもんだから、いつも失しっ敗ぱいしてしまう。

　あまりにも相手に近ちかよりすぎて、かえって見えなくなっているのさ。こまかいことにこだわっていると、全体を見わたすことができないんだよ。

　ほんとうのことは常つねに井い戸どの底そこにあるわけじゃない。むしろ表に出ているものなんだ。

　望ぼう遠えん鏡きょうなど使わずに星を見る場合を考えてごらん。

　星を見るいちばんの方ほう法ほうは、ななめにかまえて見るんだ。目のまん中より、外そと側がわのほうが、弱い光を感じるんだよ。目をまっすぐむけると、光はかえって弱まるのさ。

　ものごとも、度を越こしてしまうと、かえってあれこれ考えて、まよってしまうんだ。

　さて、モルグ街がいの事じ件けんに話をもどそう。

　ここでぼくたちの考えをまとめる前に、この目でたしかめてみないか。実地で見るというのは、わくわくするじゃないか。

　それに、つかまったルボンには、ぼくは世話になったことがあるんだよ。

　恩おん返がえしの意味もあって、事じ件けんの現げん場ばに行ってみようじゃないか。

　運よく、ぼくは警けい視し総そう監かん──仮かりに名前の頭文字をとってＧジーとしておこう──と知りあいなんだ。許きょ可かを得えることができると思う」

　その通り、許きょ可かがおりて、ぼくたちはモルグ街がいに出むいた。

　行ってみると、モルグ街がいは、リシュリュウ街がいとサン・ロック街がいのあいだにはさまれた通りだった。

　ぼくたちの住まいからはかなり離はなれていたので、着いたときには午後もかなりおそくなっていた。

　しめられたとびらの前に今でもたくさんの人が集まっていて、むかいの舗ほ道どうから建たて物ものを見上げていたので、問題の家は、すぐにわかった。

　パリの、ごくふつうの家だった。

　門の片かた側がわには見み張はり用の小屋があって、窓まどのシャッターには門もん番ばんと記されていた。

　中に入る前に、ぼくたちは通りを歩いて、わき道に入り、建たて物ものの裏うらにまわった。

　デュパンは犯はん行こうのあった家と、その両どなりにもこまかく目をそそいだが、ぼくにはとくに目につくものはなにもなかった。

　一いっ周しゅうして建たて物ものの玄げん関かんにもどると、ベルを押おし、許きょ可か書しょを見せて中に入らせてもらった。

　上にあがり、娘むすめさんが見つかった部屋に入る。

　そこにはレスパネー母おや娘この死体がそのまま置おかれていた。

　部屋は惨さん劇げきのあったときのままだった。

　デュパンは、死体はもちろんのこと、部屋じゅうをあちこちしらべてまわった。

　ほかの部屋にも入り、庭にも出てみる。

　そのあいだずっと、憲けん兵ぺいがぼくたちにぴたっと付つきそっていた。

　ようやくぼくたちがしらべものを終えて、現げん場ばをあとにしたときには、あたりはすっかり暗くなっていた。

　帰り道の途と中ちゅう、デュパンはある新聞社のオフィスに立ちよった。
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　いやはや、わが友人のきまぐれときたら！

　そのとき、どんな気分だったのだろう、モルグ街がいの話についてはまったくふれなかった。

　ところが、次の日の昼ごろ、デュパンはとつぜん、ぼくにたずねたのだ。あのすさまじい現げん場ばで、なにか奇き妙みょうな点に気づかなかったかね、と。

「奇き妙みょうな」という言葉を強調する彼かれの言い方に、ぼくはわけもなくぞくっとした。

「いや、とくに『奇き妙みょうな』ことはなかったが」と、ぼくはこたえた。「すくなくとも、ぼくたちが新聞で読んでいた以い上じょうのことは」

「法ほう廷てい新聞は、今回の事じ件けんの異い常じょうさを、よくわかっていないようだ。

　ところで、今度の事じ件けんは、きわめて異い常じょうだから、ぼくにはかえって解かい決けつはかんたんだと思えるんだけどね。

　警けい察さつは、殺さつ人じんそのものじゃなく、なんでこんなに凶きょう暴ぼうなことをしなくちゃならなかったのか、その理由がさっぱりわからないものだから、とまどっているんだよ。

　そして、言いあらそう声が聞こえたというのに、四階には娘むすめさんの死体があっただけで、だれひとりいなかった。しかも、上にあがっていった人たちに見られずに、家の外に出ることはできなかったはずだ。

　ということで、連れん中ちゅうにはわけがわからないんだ。

　部屋じゅうがひっかきまわされ、娘むすめさんの死体が煙えん突とつの中にさかさまになってつっこまれていた。

　そして母親の死体が切りきざまれていたんだからね。どうしていいのか見当がつかない状じょう態たいなのさ。

　本来なら、ふつうでない点を見つけて、そこを手がかりにすべきなんだ。

　だからぼくたちは、なにが起こったか、じゃなくて、ふつう起こらないような、どんなことが起こったのかを考えるべきなんだ。

　警けい察さつが、これはとても解かい決けつできそうにない、と思えば思うほど、じつはかんたんなことなんだよ」

　それを聞いて、ぼくはびっくりしてしまった。なにも言えずに、ただ彼かれを見つめるばかりだった。

「ぼくは今、ある男がやってくるのを待っているんだ。その男は、この事じ件けんの犯はん人にんではないかもしれない。でも、なにかを知っているのはまちがいない。









[image: ]











　まもなく来るはずだ。来たらね、ひきとめておかなくちゃならない。だからきみも、これを持っていてくれ。使いかたはわかっているね」

　ぼくはなにがなにやらわからず、デュパンにわたされたピストルを手にしていた。

　彼かれは我われをわすれたように、ひたすら話しつづけていた。

　とくに大声、というわけではなかったが、遠くにいる人にむかって話しかけるような、そんな感じで、目もうつろだった。

「ところで、家の中に入った連れん中ちゅうが聞いたというあの言いあらそうような声だけど、殺ころされた母おや娘この声でないことは、まちがいない。

　だから、母親が娘むすめを殺ころして、そのあと自じ殺さつした、ということではないわけだ。

　これはまず、はじめに言っておきたい。

　レスパネー夫ふ人じんの力じゃ、とても娘むすめを、あんなふうに煙えん突とつの中に押おしこむことはできっこない。

　夫ふ人じんの切られ方を見ても、自じ殺さつでないことはあきらかだしね。

　となれば、犯はん人にんはあのふたり以い外がいのだれか、だ。それがあの言いあらそいの声にちがいない。さて、その声だけど、きみはあの声についての証しょう言げんで、ひとつ変かわった点があるのに、気がつかなかったかい？」

　そこでぼくはこう答えた。

　あらっぽい声のほうは、フランス人らしい。これは全員、ほぼ一いっ致ちしている。だが、もう一方のほうは、みんな言っていることがまちまちだ、と。

「いや、変かわっている点、というのはそういうことじゃない。

　きみが言うように、一方の声については全員一いっ致ちしている。

　ところがもうひとつの声については、意見がちがうんじゃない。

　証しょう人にんは、イタリア人も、イギリス人も、スペイン人も、オランダ人も、フランス人もみな、外国人の声だった、と証しょう言げんしている、という点だ。

　だれもが、その声が自分たちの国の言葉ではない、と断だん言げんしている。

　おまけに、そのだれもが、その国の言葉は知らないというじゃないか。

　ただ言葉の調子からそう判はん断だんした、と言う者もいる。

　こんな奇き妙みょうな証しょう言げんが起こるその声とは、いったいなんなんだろうね。

　ひょっとしてアジアの人だったのかもしれないし、アフリカの人かもしれない。

　ここで、次の三つの点に注意してもらいたい。

『いやな感じの声』だったと言う人もいるし、『早口で、言葉の最さい後ごがはねあがったりして』とか『話す言葉が、上がったり下がったり』と表ひょう現げんする人もいる。

　そして、言葉としては言っていることを理り解かいできなかった、という点では全員一いっ致ちしているのだ。

　ところで、このふたつの声をめぐる証しょう言げんだけからでも、正しい推すい理りをはたらかせれば、まちがいのない結けつ論ろんを導みちびきだすことができる。そう確かく信しんした。

　ぼくは、あの現げん場ばに行ったとき、その考えにしたがってしらべようと思ったのだ。

　あの部屋で、なにをさがしたらいいだろう？　もちろん、犯はん人にんの逃にげた方ほう法ほうさ。

　まさかあの母おや娘こは、幽ゆう霊れいや悪あく魔まに殺ころされたわけじゃあるまい。

　犯はん人にんにはちゃんと手も足もあるんだ。

　となれば、壁かべを通りぬけるといったまかふしぎな方ほう法ほうで、あの現げん場ばから立ち去ったわけじゃない。

　さあ、そうなったら、ではどんな方ほう法ほうが考えられるかね。

　まずはじめに、一同が階かい段だんをのぼっていったとき、犯はん人にんは娘むすめさんが見つかった部屋か、そのとなりの部屋にいたはずだ。

　だとすると、逃にげた出口も、このふたつの部屋になくちゃならない。

　警けい察さつは、床ゆかと言わず、天てん井じょうと言わず、壁かべと言わず、ひとつ残のこらずはがしてみた。だから、もし秘ひ密みつの出口でもあったら、見みのがしたはずはない。

　もちろん、ぼくは警けい察さつを頭から信しん用ようせずに、きちんとしらべなおしてみたよ。だが、そんな出口はなかった。

　部屋から廊ろう下かに出るふたつのドアには、どちらもしっかりと錠じょうがおりて、鍵かぎは部屋の中にあった。

　煙えん突とつは、先細りになっていて、大きな猫ねこでも通れないだろう。

　となると、あとは窓まどしかない。

　だが、表の部屋の窓まどは、外の通りに人がたくさんいて見あげているんだから、ここから出るなんてことは考えられない。

　となれば、残のこっているのは裏うら庭にわに面した窓まどしかない。

　さて、そうなるとだ。これがさきほど言ったような正しい方ほう法ほうでたどりついた結けつ論ろんである以い上じょうは、それはありえない、と言ってしりぞけることはできない。

　どんなに不ふ可か能のうそうでも、ね。

　奥おくの部屋には窓まどがふたつあった。

　ひとつはごくふつうだが、もうひとつのほうは、大きなベッドの頭のほうが窓まどにぴったりくっついている。

　窓まどの下、何分の一かはかくれて見えない。

　もうひとつのほうは、しっかり鍵かぎがかかっていて、押おしあげようといっしょうけんめいやったが、びくともしなかった。

　窓まどわくの左ひだり側がわを、釘くぎを打ってとめてあったのさ。

　ベッドを押おしつけてあるほうの窓まども、同じように釘くぎが打ってあった。

　それを見て、警けい察さつはそれきり、窓まどを押おしあけてみようなんて、考えなかった。

　だが、犯はん人にんは、このふたつの窓まどから逃にげるしか方ほう法ほうがない、ぼくはさっきとは逆ぎゃくに、結けっ果かからさかのぼって考えた。

　もし犯はん人にんがこの窓まどのどちらかから逃にげたのだとしたら、あんなふうに外に出てからきちんとしめることは、できるはずがない。でも、窓まどはしっかりしまっている。

　とすると、なにかひとりでにしまる力が、窓まどにあるのだ。

　そこで、ベッドで隠かくされていないほうの窓まどの釘くぎを抜ぬいて、上に押おしあげてみた。が、どうしてもあがらない。となると、バネかなにかがあるんだ。

　しらべてみたら、たしかにあったよ。

　この窓まどから外に出れば、窓まどは自し然ぜんにしまる仕組みになっているわけだ。

　だけれど、外に出てから釘くぎをさしなおすことはできない。

　そこで、ぼくはこの窓まどはあきらめて、ベッドのほうの窓まどへもどった。

　思った通り、こちらも同じようなバネじかけになっていて、これも同じようにしっかりと釘くぎが打ちこんである。

　だが、ここであきらめちゃいけない。

　いま用いた、結けっ果かからさかのぼる考え方にしたがえば、だ。

　残のこされたのが、この窓まどしかないのだから、そしてそうだとすれば、考える余よ地ちは釘くぎしかないじゃないか。

　で、ぼくはその釘くぎをさぐってみた。

　はたして、打ちこんである釘くぎの頭が、ぽろりととれてしまったじゃないか。その折おれたところを見ると、すっかりさびついていた。

　どうも、金かな槌づちで打ちこんだときに無む理りがあったとみえて、そのときにはすでに折おれてしまっていたようだ。

　ためしに、釘くぎの頭をもういちど釘くぎ穴あなに押おしこんでみると、見た目にはきちんと釘くぎが刺ささったように見える。

　その状じょう態たいのままで、窓まどを押おしあげてみると、釘くぎの頭はそのままで、窓まどは上に持ちあがった。

　おろしてみると、釘くぎはそのまま、ぴったりと窓まど枠わくに打ちこまれたように、おさまっている。

　これで密みっ室しつの謎なぞは、みごとに解とけたわけだ。

　犯はん人にんは、このベッド寄よりの窓まどから逃にげて、窓まどは犯はん人にんが出てしまうと、バネじかけで自し然ぜんにしまったというわけさ。

　警けい察さつは、釘くぎがもうひとつの窓まどと同じように、しっかり打ちこまれているから、しらべる必ひつ要ようはないと思いこんでしまったんだ。

　さて、そうなると今度は、どうして四階の窓まどからおりられたか、ということだ。

　その答えは、きみといっしょにあの家に入る前に、裏うらにまわって、あたり一いっ帯たいを歩いてみたときに、見つけたのさ。

　問題の窓まどから一メートル半くらいのところに、避ひ雷らい針しんが立っていたろう。
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　ただし、窓まどからの距きょ離りが問題だ。手を伸のばしても、とてもとどかない。

　だが、あの四階の窓まどには、パリの大工が「フェラード」と呼よんでいるよろい戸がついている。

　もう最さい近きんじゃ見なくなった古い形のよろい戸で、両びらきじゃなく、一いち枚まい戸どで、はばが一メートルくらいある。

　あの家の裏うらにまわったとき、よろい戸はふたつとも、壁かべに直角の角度でひらいていた。

　となると、よろい戸を壁かべにつけるくらいいっぱいにひらけば、避ひ雷らい針しんとのあいだは五、六十センチくらいなんだ。

　そこでもし、人にん間げん離ばなれした運動能のう力りょくの持ち主であれば、飛とびつくことが可か能のうな距きょ離り、ということになる。

　さあ、そこで、あの奇き妙みょうな甲かん高だかい声と考えあわせてもらいたい。

　あの、だれもが外国の言葉に聞こえ、しかも言葉として意味不ふ明めいだという、あれだよ」

　こう言われて、なにやらばくぜんとしたイメージが、おぼろげではあるが、浮うかびかけた。なにかを思いだせそうで、思いだせないという、もどかしい感じがしたのである。

「さあ、そう考えてきて、どうやって逃にげたか、ということと同様に、どういうふうにあの家の中に入ったか、もあわせて考えてみた。

　ぼくはね、入ったのも出たのも、同じ方ほう法ほうで、同じ場所からだったんじゃないか、と言いたいのだ。

　さあ、そこでもう一度、家の中へもどろう。

　まず、たんすの引きだしだ。

　中に衣い類るいは残のこっていたが、だいぶひっかきまわされていた。

　けれど、なにか盗ぬすまれているかどうかは、ぼくたちにはわからない。

　もともとなにがどのくらい入っていたのか、知らないんだからね。

　レスパネー母おや娘こは、ほとんど外の人たちと付つきあいをしないで、暮くらしていた。

　客もいなければ、外出もめったにしない。

　だから、よそゆきの服に着きがえる必ひつ要ようはなかった。

　お金は、銀行で言っている額がくの金きん貨かが入った袋ふくろがそのまま残のこっていた。

　物もの盗とりが目もく的てきならば、金をとらずに服を持ち去るということはないだろう。

　たしかに大金をうけとった数日後にこんな事じ件けんが起きれば、物もの盗とりが動どう機き、と考えがちだが、お金は手つかずのようだ。となると、どうなるかな。

　そこで、くりかえしになるが、ぼくが指し摘てきした奇き妙みょうな点──あのおかしな声、犯はん人にんの人間離ばなれした運動能のう力りょく、かつてなかったような凶きょう暴ぼうな犯はん行こう、見あたらない動どう機き──を頭の片かた隅すみに置おいておいて、この犯はん行こうそのものを、もう一度考えなおしてみようじゃないか。

　まずは娘むすめさんのほうだ。

　しめ殺ころされたあと、煙えん突とつの中に押おしこめられていたんだ。

　ふつう、こんなことをするかね。

　しかも、煙えん突とつから娘むすめさんをおろすのに、何人もが力をあわせて、ようやくひっぱりおろしたわけだ。

　それを逆ぎゃくに押おしこんだのだから、ものすごい力だと思わないかい。

　母親のほうにしても、そうだ。

　首の切り方、からだじゅうに残のこっている打ち身──なにか重いものをふりまわしてできたと思えるような、そんなひどい傷きずだったという。

　あれは、ぼくが考えるに、ベッドわきの窓まどからほうりだされて、地上の敷しき石いしにぶつかってできたものにちがいない。それに加くわえて、部屋じゅうがめちゃくちゃにされていたということを考えあわせると──どうだい、なにかみちびきだせないかな」

　そう聞かれて、ぼくは身ぶるいした。

「異い常じょうだ。精せい神しんを病んでいるとしか思えない。クレイジーだ」

「そう、きみの考えも、もっともだ。だが、そういう人間も、どこかの国の人なんだから、だれが聞いても意味がわからない、という言葉は話さないだろう。

　それに、この毛を見てみたまえ。レスパネー夫ふ人じんがにぎりしめていたものだ」

　それを見たぼくはびっくりした。

「これは、人間の毛じゃないな」

「ぼくだって、人間の毛とは言っていないぜ。

　さあ、ぼくが描かいてきたスケッチを見てくれたまえ。

　娘むすめののどに残のこっていた傷きずと、つめあとだ。

　ふたりの医い師しは、これを『つめあとや、かき傷きず』と言っている」

　そう言いながらデュパンは、そのスケッチをテーブルの上にひろげた。

「これを見ても、かなり強い力でしっかりとにぎっていたことがわかる。

　そこで、この傷きずあとのひとつひとつに、きみの指をあててみてくれないか」

　やってみたが、できなかった。

「それでは、じっさいの首のように、この紙を丸めてみるので、それに指をあててみてくれないか」

　やりなおしてみたが、やはり無む理りだった。

「これはどうも、人間の手じゃないな」

「それでは、この博はく物ぶつ学がく者しゃキ＊ュヴィエの本の、ここを読んでみてくれたまえ」





キュヴィエ…ジョルジュ・キュヴィエ。フランスの動物学者。






　そう言って彼かれは、東インド諸しょ島とうにすむオランウータンについての、専せん門もん的てきな書物を、ぼくに手わたした。

　そこには、この動物の、巨きょ大だいなからだ、なみはずれた力と運動能のう力りょく、その凶きょう暴ぼう性せいなど、すでに知れわたっている事こと柄がらが書いてあった。

　それを読んで、ぼくは一いっ瞬しゅんにしてすべてを理り解かいした。

「この指に関かんする説せつ明めいなど、きみの描かいた絵とぴったりじゃないか。

　たしかに、ここに書かれたオランウータンでもなければ、この絵のようなあとはつけられないだろうな。

　そして、この毛だ。キュヴィエの描かいたオランウータンそのものじゃないか。

　だけれど、ぼくにはまだ納なっ得とくできないところがある。

　あの言いあらそうようなふたつの声だ。そのいっぽうは、まちがいなくフランス人の声だったじゃないか」

「そうだよ。そしてこの声に関かんしては、みんなの証しょう言げんがほぼ一いっ致ちしている。

『くそっサクレ！』とか、『ちくしょうモン・ディユー！』という言葉だった。

　ところで、その言葉は、ケーキ屋のモンターニが言っていたように、『なにか説せっ教きょうでもしているような感じだった』というんだ。

　さあ、ここがポイントだよ。この事じ件けんには、フランス人がひとり、関かん係けいしている。だが、その男はおそらく、人ひと殺ごろしにはかかわっていない。

　つまり、オランウータンはこの男のところから、逃にげだしたのだ。

　男は、逃にげたオランウータンのあとを追って、あの部屋まで来ていたのかもしれない。

　そして、オランウータンはまだ、つかまっていないのかもしれない。

　まあ、これ以い上じょうは、想そう像ぞうするしかない。

　ということで、あとはぼくがきのうの夜、ルモンド新聞社に出した広こう告こくで、その男がやってくるのを、待つしかない。ルモンドは、船乗りがよく読む新聞だからね」

　そう言って、デュパンは新聞紙を手わたした。





　確かく保ほ　今月××日の朝早く、ブローニュの森で、ボルネオ産さんのオランウータンを一匹ぴきつかまえた。




　マルタ島の船に乗った船員だと思われるが、もしたしかにその動物の持ち主であると証しょう明めいできる方であれば、捕ほ獲かくするのと、それを収しゅう容ようしておくのにかかった費ひ用ようを支し払はらってもらえるのであれば、ただちにひきわたしたいと思う。

　フォーブル・サンジェルマン、××街がい××番地四階まで、来られたし。






「それにしても、どうしてその男が船乗りだと思ったんだね。おまけに、マルタ島の船に乗っているなんてことまで」

「いや、わかっていないさ。わかりっこない。

　ただ、ぼくはあの避ひ雷らい針しんの下で、このリボンを拾ったのさ。

　船員がよく頭のわきをそって、残のこりの髪かみをうしろにたらし、三みつ編あみにしているのを見たことがあるだろう。

　あぶらっぽいところなど、それをむすぶのにつかったリボンじゃないか、と思ったんだ。

　むすび方が、船員むすびだしね。それもマルタ島独どく特とくのむすび方だ。

　というわけで、フランス語をしゃべる主は、マルタ島の船に乗っている船員ではないか、と思ったのだ。

　それに、たとえまちがっていたとしても、たいした問題ではあるまい。

　わずかばかりの金をはらえば、オランウータンを取りかえせる、となればね。

　幸い、モルグ街がいの事じ件けんは犯はん人にんの見当もつかないまま、のようだ。

　それなら、危き険けんをおかして取りにいってもかまわないんじゃないか。

　モルグ街がいからだいぶはなれたところだし。

　この広こう告こくを出した人は、おれのことをオランウータンの持ち主と、知っているようだし。……まあ、そんなふうに考えているんじゃあるまいか」

　そのときだった、階かい段だんをのぼってくる足音が聞こえたのは。

「来たな。さあ、ピストルを持って」

　そうデュパンがさしずした。

「合図するまでは、うっちゃあいけない。見せてもだめだ」

　玄げん関かんのドアはあいていたので、訪ほう問もん者しゃはベルも鳴らさず、階かい段だんをのぼりかけた。だが、そこでためらったのか、おりていく足音が聞こえた。

　デュパンは急いで、ドアのところまで行ったが、そのときのぼってくる足音が聞こえた。今度はひきかえすようすはなく、ドアの前まで来ると、ノックをした。

「どうぞ」

　デュパンがいきおいよく言った。

　男が入ってきた。

　見るからに船乗りという感じの男だった。

　長身の、がっしりした、いかにも強そうな男だった。

　こわもてだが、悪い人相ではなかった。

　まっ黒に日ひ焼やけした顔は、ひげにおおわれている。

　大きな木の棒ぼうを手にやってきた男は、不ふ慣なれなようすでぎこちなくおじぎをすると、「こんばんは」と、ちょっとなまりのあるフランス語で言った。

「おかけください」

　デュパンは言って、いすをすすめた。

「オランウータンのことでいらしたんですね。

　たいしたものをお持ちですな。うらやましい。いくらくらいしたんですか。

　まだ、若わかいのかな」

　男は大きく息をつくと、しっかりした口調で話しはじめた。

「よくわかりません。四、五歳さいってとこでしょうか。こちらでお世話してくださってるんですか？」
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「いやいや、ここにはとても置おいておけないんで、近くの馬小屋にあずかってもらっています。あすの朝にはおわたしできますよ。その前に、きみのものだと証しょう明めいしてほしいんだが」

「もちろんですとも」

「ぼくもほしくなりましたよ」

「ちょっと、だんな。いろいろめんどうをおかけしたんで、タダっていうわけにはいかんでしょう。もちろん、喜よろこんでお礼をさせてください。あんまり持ちあわせはないんですが」

「そりゃそうでしょう。それでは、いいかな。そう、お礼がわりに、こうしてください。あのモルグ街がいの事じ件けんについて、きみの知っていることを残のこらず、話してくれたまえ」

　デュパンはもの静しずかな口調で、そう言った。

　そしてなにげないようすでドアに歩みよると、鍵かぎをかけ、それをポケットにしまった。

　かわりにピストルを取りだすと、それを静しずかにテーブルの上に置おいた。

　男はまっ赤になって立ちあがり、棍こん棒ぼうをにぎりしめた。

　だが、すぐに、ぐったりといすに腰こしをおろした。

　そして青白い顔でふるえだした。

「心配にはおよびません。ぼくたちはきみをどうしようとも考えていません。ちかって申します。あのモルグ街がいの事じ件けんについて、きみはなんの罪つみもないことは、よくわかっている。だが、まったく無む関かん係けいだというわけじゃあるまい。

　こうまで言えば、ぼくがこの事じ件けんについて、ある程てい度どまで知っていることは、わかったろうね。

　きみは罪つみになるようなことはひとつもやっていない。だから、知っていることをいっさいがっさい、話してしまうことだ。

　きみだけが、あの母おや娘こを殺ころした犯はん人にんの正体をあきらかにすることができる。

　今、罪つみもないひとりの男が、警けい察さつにつかまっているんだからね」

　デュパンがそう話しているあいだに、男はだいぶ落ちついてきたようだ。

　そのかわりに、最さい初しょの、こわもての表ひょう情じょうは影かげをひそめて、すっかりおとなしくなった。

「おお、神さま！　こうなったら、なんでもお話ししますよ。ですが、いくら説せつ明めいしても、信しんじてはもらえますまい。

　ですが、わたしはなにも悪いことはしていません。とにかくすべてお話しします」

　男が話したことを要よう約やくすると、次のようなことだった。
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　男が東インド諸しょ島とうへ船で出かけたときのことだった。

　ボルネオに上じょう陸りくし、奥おく地ちまで遊びにいったとき、彼かれと友人がオランウータンを生いけ捕どりにしたのだ。

　ところがまもなく、友人が亡なくなってしまい、オランウータンは彼かれひとりのものになった。

　とても凶きょう暴ぼうな動物だったので苦く労ろうしたが、なんとかパリの家まで持って帰ることができた。

　となり近所に知られないように注意し、いずれは高く売るつもりだった。

　ところがある日、船員仲なか間まと吞のんで帰ってみると、オランウータンがとじこめておいた小部屋からとなりの彼かれの部屋に入って、カミソリを手に、鏡かがみにむかってひげをそるまねをしていたのだ。

　昼間、彼かれがそうしてひげをそっているのをこっそり盗ぬすみ見ていたのにちがいない。

　そこでムチを手におどすと、オランウータンはこわがって逃にげだし、あいていた窓まどから外へ飛とびだした。

　船乗りは、しかたなしにオランウータンのあとを追った。

　オランウータンはカミソリを持ったまま、ときどき立ち止まってふりかえり、追いつきそうになるとまた逃にげだす。

　そういう追いかけっこがえんえんとつづいた。

　そして朝の三時ごろになって、モルグ街がいの裏うらの路地に入ったのだ。

　そこでオランウータンは、レスパネー夫ふ人じんの四階の部屋の窓まどがあいていて、あかりがついているのに気がついたらしい。

　たまたま、建たて物もののわきに避ひ雷らい針しんがあった。

　オランウータンは目にもとまらぬ早さでそれに飛とびつき、するするとよじのぼった。

　そして壁かべのほうへひらいているよろい戸につかまると、反動をつけて一気に部屋の中へ飛とびこんだのだ。

　よろい戸は、と見ると、そのときの反動でまた大きくひらいている。

　ここで待っていれば、やがてオランウータンは避ひ雷らい針しんをつたってもどってくるだろう、と考えた。ただし、家の中でなにをやらかすか、心配になった。

　そう考えると、いてもたってもいられなくなって、彼かれは避ひ雷らい針しんに飛とびつき、上にのぼった。船乗りにとっては造ぞう作さのないことだった。

　四階までのぼったところで、さてどうしようと思っていたやさき、モルグ街がいの住人の眠ねむりをやぶったすさまじい悲鳴が聞こえたのだ。

　オランウータンが部屋に飛とびこんだとき、パジャマ姿すがたの母おや娘こは、窓まどを背せにすわって、なにか書しょ類るいの整理でもしていたらしい。

　船乗りがのぞきこんだとき、オランウータンはレスパネー夫ふ人じんの髪かみの毛けをつかんで、カミソリをふりあげているところだった。

　娘むすめのほうは気き絶ぜつして、床ゆかの上にたおれている。

　はじめは危き害がいなど加くわえる気はなかったオランウータンも、母の悲鳴で一気に凶きょう暴ぼうになったのだ。ふりまわしたカミソリで血が飛とびちると、さらに動転した。

　今度は娘むすめのほうに飛とびつくと、のどを爪つめでしめあげた。

　そのとき、窓まどごしにのぞきこむ主人の顔を見たのだろう。

　急にこわくなったとみえ、そのへんのものを手あたりしだいにほうり投げはじめた。

　そして、娘むすめのからだをかくそうとでも思ったのか、煙えん突とつの中につっこみ、母親のほうは窓まどから外にほうり投げたのだ。

　そのありさまを窓まどごしに見ていた船乗りは、おそろしさのあまり、よろい戸にしがみついて動けなかった。

　レスパネー夫ふ人じんが窓まどから投げすてられるのを見ると、避ひ雷らい針しんに飛とびうつって、おりる、というよりもすべりおちて、そのまま家に逃にげかえってしまったのである。

　階かい段だんをのぼっていた人たちが聞いたという言葉は、オランウータンの声にまじって、船乗りがあげた、おそれとおどろきの声だったのだ。









[image: ]











　おそらくオランウータンは、部屋のとびらがやぶられる前に、また避ひ雷らい針しんをつたって逃にげたにちがいない。




　以い上じょうが、船乗りの語った内ない容ようである。

　その後、どうやってさがしあてたのだろう、オランウータンは船乗りの手でとらえられたようだ。

　パリ動植物園ジヤルダン・デ・プラントに高く売りつけた、とも聞いているが、はたしてどうだったのか。

　つかまっていたルボンは、ぼくたちが警けい視し庁ちょうに出かけ、事じ件けんの真相を話して、釈しゃく放ほうしてもらった。

　警けい視し総そう監かんは、デュパンに感かん謝しゃはしたものの、かなりくやしかったとみえ、さんざんいやみを言っていた。

「言わせておけばいいさ」

　デュパンはあっさりと切りすてた。

「彼かれはなまじ浅あさ知ぢ恵えがあるばかりで、芯しんがない。ラ＊ヴェルナ女神の像ぞうみたいなものだ。頭があって、胴どう体たいがないのさ。でも、悪い男じゃない。

　彼かれを言いあらわすぴったりな言葉があるじゃないか。

『存そん在ざいする物をないと言い、ない物をあたかも存そん在ざいする物のように説せつ明めいする』という、ジ＊ャン・ジャック・ルソーの言葉さ」





ラヴェルナ女神…ローマ神話に登場する、悪事をはたらく盗ぬす人っとの守しゅ護ご神しん。その像ぞうは、胴どう体たいのない頭部のみ。

ジャン・ジャック・ルソー…フランスの哲てつ学がく者しゃ。
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　ぼくたちは、偶ぐう然ぜんの一いっ致ちだったのだろうか、と首をかしげたくなるほどそっくりなことに出会うことがある。

　そんな出来事が起こると、いつもは冷れい静せいにものごとを考える人でもびっくりする。

　そして、眉まゆにつばをつけながらも、現げん実じつ的てきでない考えを信しんじてしまいたくなるものだ。

　そんな考えに負けないためには、思いきって科か学がく的てきに考えないといけない。

　そういう事じ態たいが何パーセントの確かく率りつで起こるか、を計算するしかない。

　よくわからないことを解ときあかすには、いちばん進んだ科学のお世話にならなければならないのである。

　こんなことをはじめにおことわりしたのには、わけがある。

　ぼくがこれからお話ししようと考えている出来事と、びっくりするくらいそっくりな事じ件けんが、ごく最さい近きん、ニューヨークで起こったためだ。

　あなたがこれを読んで、それはメアリー・シンシア・ロジャーズの事じ件けんじゃないか、と思われるにちがいないからである。

　ぼくは、一年くらい前に「モルグ街がいの怪かい事じ件けん」のことを公表した。

　友だちのデュパンという、とびぬけた天才を、多くの人に知ってもらいたかったからである。

　けれども、その機き会かいがまた、こんなに早くやってくるとは思ってもみなかった。

　ぼくがモルグ街がいの事じ件けんについて書いた目もく的てきは、デュパンがどういう人であるかをあきらかにすることであった。

　あの異い常じょうな事じ件けんでは、デュパンの能のう力りょくが一〇〇パーセント発はっ揮きされた。ぼくのねらいは、みごとにかなったのである。

　もちろん、デュパンはほかの事じ件けんでもおおいに活かつ躍やくした。

　けれどもそういった事じ件けんのことを発表しても、それはモルグ街がいのときのくりかえしになるだけだ。なんら新しい彼かれの一面を紹しょう介かいすることにはならない。

　ぼくはそう考えて、それっきりだまっていた。

　しかし、最さい近きん起こったことが思いもかけぬ展てん開かいを見せたため、もう一度書かないわけにはいかなくなったのである。

　モルグ街がいの事じ件けんを解かい決けつしてからというもの、デュパンはパリの警けい察さつから絶ぜつ大だいな信しん頼らいをよせられ、たびたび相談を持ちかけられるようになった。

　そのひとつが、ここにお話ししようという、マリー・ロジェという若わかい女じょ性せいが殺ころされたいたましい事じ件けんである。

　マリーは、お父さんを早くに亡なくし、下宿屋をいとなむお母さんのエステルとふたり、質しっ素そに暮くらしていた。

　彼かの女じょはおとなになるにつれ、その美しさにみがきがかかり、近所の評ひょう判ばんとなった。

　二十二歳さいになったとき、香こう水すい店てんの主人、ルブラン氏しが彼かの女じょの美しさに目をとめた。

　ルーブル宮きゅう殿でんの北に、カフェやいろいろなお店が入った建たて物もの、パレ・ロワイヤルがある。ルブラン氏しはその地階に店を持っていた。

　マリーがその売り場にいたのなら、商売繁はん盛じょうまちがいなし、とにらんだのだ。

　繁はん華か街がいであるから、よからぬ客もやってくるだろう。そう考えて、母はためらった。

　けれど、マリーのほうは商売にはまったくしろうとの自分に、びっくりするようなお給きゅう料りょうをはらってくれるという申し出に心をうごかされた。

　そこで、ふたつ返事で承しょう諾だくしたのである。

　ルブラン氏しのねらいはみごとに的てき中ちゅうした。

　店はマリーの魅み力りょくでたちまち人気店となったのだ。

　ところが、一年ほどたったある日、マリーはとつぜん、姿すがたを消したのである。

　彼かの女じょめあてに店にやってきていたお客は、びっくり仰ぎょう天てんした。
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　ルブラン氏しにはどうしてマリーがいなくなったのか、その理由はさっぱり思いつかなかった。

　いっぽう、マリーの母親は心配のあまり泣なきさけぶばかりだった。

　彼かの女じょの失しっ踪そうは、たちまち新聞ざたになる。

　そして、警けい察さつがマリーさがしに乗りだそうとしたやさきのことだった。

　いなくなって一週間したある晴れた朝、マリーはなにごともなかったような顔で、香こう水すい店てんの売り場にもどってきたのだ。

　これで、マリーさがしはすべて打ち切られた。

　ルブラン氏しは、わたしにはなにもわかりません、と言うばかりだった。

　マリー本人は母親と口をそろえて、いなかの親しん戚せきの家に行っていたんだ、とこたえたのである。

　この騒さわぎはこうして一いっ件けん落着した。

　やがて彼かの女じょは、世間の人があれこれうわさしているようでたえられない、と言って香こう水すい店てんをやめ、母親と家にひきこもってしまったからだ。

　その三年後、マリーはふたたび姿すがたを消し、まわりの人ひと々びとをびっくりさせた。

　そして四日目、パリの中心を流れるセーヌ川に浮うかんでいる彼かの女じょの死体が発見された。マリーが母と暮くらす町の対岸に近い、ごくさびしい場所だった。

　これが事じ故こや自じ殺さつではなく、マリーがあきらかに殺ころされたこと、そして彼かの女じょが若わかく美人であることなどから、この事じ件けんはパリじゅうの興きょう味みと関かん心しんを集めてしまった。

　数週間にわたってマリーの事じ件けんはパリっ子を興こう奮ふんさせた。

　ほかの話題は政せい治じの問題であれなんであれ、すべてふきとんでしまったのだ。

　警けい察さつは、警けい視し総そう監かんがみずから先頭に立って、けんめいな捜そう査さを開始した。

　はじめは、ほどなく犯はん人にんが見つかるものと思われていた。

　しかし、一週間たっても捜そう査さになんの進しん展てんも見られない。

　そこで一千フランの懸けん賞しょう金きんがかけられた。

　警けい察さつはもちろん必ひっ死しに捜そう査さをつづけ、かたっぱしからあやしい人物を警けい察さつ署しょにひきたてて尋じん問もんした。それなのに、犯はん人にんを見つけることができない。

　十日目の夕方になると、懸けん賞しょう金きんを倍にしようか、という意見が持ちあがった。

　そうこうするうちに、二週間がすぎた。

　パリ市し民みんの警けい察さつにたいする風あたりは、日ましに強くなった。

　警けい視し総そう監かんはとうとう「犯はん人にんを見つけたならば」二万フラン出そうと宣せん言げんした。

　さらに犯はん人にんがふたり以い上じょういる場合は、そのうちのひとりでも見つけたなら、それでも同じ額がくを出そう。

　もし犯はん人にんのひとりが共きょう犯はん者しゃの証しょう拠こを持って自首してきたなら、その者は無む罪ざいにする、とまで約やく束そくしたのである。

　そのうえ、市し民みん委員会から一万フラン上乗せする、という発表が追つい加かされた。

　さあ、こうなったら事じ件けんはたちどころに解かい決けつするだろう、とだれもが思った。

　じっさい、何度か容よう疑ぎ者しゃがつかまったというニュースがながれた。

　けれども、決けっ定てい的てきな証しょう拠こが見つからず、みなただちに釈しゃく放ほうされてしまった。

　こうして、あっというまに三週間がたったのである。

　そしてふしぎに思われるだろうが、そのあいだ、事じ件けんのことはデュパンの耳にもぼくの耳にも、まったく入ってこなかった。

　デュパンとぼくはある研究に没ぼっ頭とうしていた。

　外出もせず、来客も断ことわり、新聞すら読んでいなかった。

　このひと月というもの、ぼくたちは外の世界を完かん全ぜんにしめだしてすごしていたのだ。

　事じ件けんのことを知ったのは、警けい視し総そう監かんのＧジー自身がたずねてきて、話してきかせたからだった。

　一八××年七月十三日のことである。

　彼かれは昼ひるすぎにやってきて、夜おそくまで、事じ件けんの一いち部ぶ始し終じゅうを語ってきかせた。

　そして、こんなに努ど力りょくしたことがすべてむだになったといって、怒いかりに身をふるわせた。

　ぼくの名声は地に落ちてしまった、このままではぼくはおしまいだ。
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　パリじゅうの人がぼくに注目している。この事じ件けんを解かい決けつするためなら、どんなことでもする決心だ──そう言いながら、しきりにデュパンのことをほめそやした。

　もしきみが解かい決けつしてくれるなら、と言って、法ほう外がいな報ほう酬しゅうを約やく束そくしたのである。

　デュパンはおせじは聞きながし、報ほう酬しゅうのほうはあっさり承しょう諾だくした。

　そこで、Ｇジーはさっそく、事じ件けんをことこまかく語ってきかせた。

　それは七、八時間におよんだろうか。

　夜がふけてくると、さすがにぼくも起きているのがつらくなり、それとなく時計に目をやったりした。

　デュパンはというと、安楽いすにきちんとすわって話に聞きいっているようだった。

　そのあいだずっと、彼かれは色つきのめがねをかけていたが、横からレンズの裏うらがわをのぞいてみると、寝ね息いきをたてずに熟じゅく睡すいしていることがわかった。

　警けい視し総そう監かんがようやく長い話を語りおえて、ではそろそろ失しつ礼れいしよう、と言うまでのあいだずうっと。

　次の日、ぼくは警けい視し庁ちょうに出かけて証しょう拠こに関かんする報ほう告こく書しょを、そして新聞社を何社もまわってマリー・ロジェ事じ件けんについてのっている新聞を一部残のこらずもらってきた。

　それを整理してみると、事じ件けんは次のようなことであった。
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　マリー・ロジェは、一八××年六月二十二日、日曜日の朝の九時ごろ、家を出た。

　彼かの女じょは出がけに婚こん約やく者しゃのジャックにだけ、おばさんの家に行ってくる、と伝つたえた。

　そこはマリーの家から三キロ近くはなれた、せまいごみごみした通りにあった。

　婚こん約やく者しゃのジャックは、同じ下宿屋に住んでいた。

　それじゃあ、夕方ぼくがむかえにいくから、いっしょに帰ってこよう、ということになった。

　ところが、昼ひるすぎからはげしい雨がふりだした。

　前にもそういうことがあったとき、マリーはおばさんの家にとまってきた。だから、きょうもそうするにちがいない、とジャックはむかえにいかなかった。

　その日、七十歳さいになる病弱なマリーの母が、「もう二度とマリーには会えない」と言っているのを聞いた。だが、ジャックはいっこう気にするそぶりは見せなかった。

　月曜日になって、マリーがおばさんの家に行かなかったことがわかった。

　ではいったい、どこへ行ったのか、かいもく見当がつかなかった。

　ようやくあたりが暗くなったころになって、マリーはどうした、とみんなが騒さわぎだした。
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　マリーがいなくなって四日目の、二十五日水曜日。

　マリーが母と住んでいる町の、セーヌ川をはさんだむこう岸で、漁りょう師したちが川かわ面もに浮うかんでいる若わかい女じょ性せいを見つけた。

　ひきあげてみると、その女じょ性せいは完かん全ぜんにこときれていた。

　友だちといっしょにマリーのゆくえをさがしていたボーヴェーという男が、ためらいながらも、香こう水すい店てんの人気者にまちがいない、と確かく認にんした。

　彼かれはロジェ夫ふ人じんの下宿の住人だった。

　いっしょにいた友だちのほうは、あっさりとマリーであることをみとめた。

　しらべてみると、マリーは水におぼれて死んだのではないようだった。

　美しい顔は見わけがつかないほど変かわり、のどには指でしめられた跡あとがあった。

　両りょう腕うでは胸むねの上にまげてあって、右手はしっかりとむすばれ、左手はちょっとひらきぎみだった。

　左の手首に綱つなで巻まいたような二本の筋すじができていて、ひふがすりむけていた。

　右の手首も同様で、背せ中なかにも一面、ひどいすり傷きずがあった。
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　レースが首のまわりにぎゅっと巻まきついていて、左の耳の下あたりでむすばれていた。

　マリーが暴ぼう行こうをうけ、殺ころされたのはあきらかだった。

　着ているものはドレスの裾すそから三十センチほどひきさかれ、腰こしのまわりにぐるぐると巻まきつけられていた。そして背せ中なかのところで船乗りがやるようなむすび方でゆわえてあった。

　それからは、何人もの人間がつかまっては釈しゃく放ほうされた。

　なかでも、婚こん約やく者しゃのジャックがまっさきに疑うたがわれた。

　マリーが家を出た日曜にどこでどうしていたのか、なかなか自分の行動を説せつ明めいしなかったからだ。

　問いつめられて、ようやく、それもしぶしぶというようすが、警けい察さつ官かんの心しん証しょうを悪くしたのだ。

　こうして時間ばかりがいたずらにたった。

　新しい発見はなにひとつなかったから、無む責せき任にんなうわさばかりが飛とびかうようになった。

　その中でもっとも注目をあびたのが、マリーはまだ生きている、セーヌ川に浮うかんだのは赤の他人だ、という説せつだった。

　これを比ひ較かく的てきまともと思われる花形新聞レトワールの記事から、紹しょう介かいしてみよう。




　一八××年六月二十二日日曜日、マドモアゼル・ロジェは、母と住む家を出た。おばをたずねていく、ということだった。それきり、彼かの女じょを見た者はいない。

　そして川をはさんだ対岸に、彼かの女じょの死体が浮うかんでいるのが発見されるまで、わずかに三日しかたっていない。

　けれども、日曜のうちに死体を川にしずめてしまうのは──ということは日曜のうちに殺ころされてしまったということになるけれども、そんなに早く犯はん行こうがおこなわれたとはどうしても思えない。

　こういうことをしようという人物は、あたりが明るいうちにはやろうとしないのがふつうだ。だれだって、暗くなってからするにちがいない。

　とすると、二日半しかたっていないことになる。

　これまでの経けい験けんからすると、おぼれ死んだ者や、死んでから水の中にしずめられた死体は、それが腐くさって水面に浮うかびあがってくるまで、六日から十日はかかるものである。

　もし水面に大たい砲ほうを発はっ射しゃして、もっと早くに死体を浮うきあがらせたとしても、それはまたしずんでしまうものだ。それが自し然ぜんの決まりというものである。

　かりにその死体が火曜の夜まで陸りく地ちにほうりだされていたとしたら、犯はん人にんたちがそこにいた形けい跡せきがなにか残のこっているはずだ。

　それに二日たってからセーヌに投げこまれたとしたら、こんなに早く浮うかびあがるはずがない。

　それよりなにより水中にしずめようとした犯はん人にんが、おもりもつけずに投げこむなんてことがあるだろうか。おかしなことばかりだ。

　そこで記者は考える。

　セーヌ川に浮うかんだ死体は、三日どころか、その何倍も、おそらく十数日のあいだ、水の中にあったにちがいない。

　それが証しょう拠こに、死体をひきあげた者は、娘むすめがどこのだれなのか、すぐにはわからなかったではないか。




　ただし、このことに関かんしては、すぐに否ひ定ていされてしまった。

　まあ、それはともかく、花形新聞レトワールの記事をもう少しつづけることにしよう。




　水死体を見たボーヴェー氏しは、マリーだと断だん言げんした。

　けれども、その根こん拠きょがほくろだとか、こどものころからあった傷きずの跡あとだとかいうような、たしかなものではなかったのである。

　死体の腕うでにはえている毛を見たというだけなのだ。

　水死体が見つかった水曜の夜、ボーヴェー氏しは家に帰っていない。七時ころ、水死体をしらべていることをロジェ夫ふ人じんに伝つたえてほしい、と言いのこしただけだった。

　高こう齢れいの母はむりとしても、だれかマリーの検けん死しに立ちあおうという者はいなかったのだろうか。

　マリーの婚こん約やく者しゃジャック氏しにいたっては、翌よく日じつ、ボーヴェー氏しが彼かれの部屋に来て話してきかせるまで、まったく知らなかったと言っている。

　そんなことがあるだろうか。あまりにも冷つめたい態たい度どではないか。




　この新聞の記者がなにをほのめかそうとしているのかはともかくである。

　年とし老おいた母がなにもできなかったのはその通りとしても、婚こん約やく者しゃのほうは悲しみのあまり、なにがなにやらわからなくなっていたのだ。

　心配した友人たちが、セーヌ川からあがった死体と対面させないように気を配ったほどだったのである。

　花形新聞レトワールは自分たちの見こみが見当ちがいとさとったのか、今度は発見者のひとり、ボーヴェーに疑うたがいの目をむけたのだ。




　たまたま来あわせていた近所の婦ふ人じんが、こう証しょう言げんしている。

　マリーの母のもとを去ろうとしていたボーヴェー氏しが、警けい察さつが来ても、ぼくがもどるまではなにも言わないように。すべてぼくにまかせなさい──そう言って、出ていったというのだ。




　だが多くの新聞は、やくざな連れん中ちゅうが、マリーを川のむこうへつれていって殺ころしたにちがいない、という見かたで一いっ致ちしていた。

　ただ一紙、商業新聞ル・コメルシェルだけが、特とくダネ情じょう報ほうをつたえている。




　警けい察さつはセーヌ川の対岸を中心に捜そう査さをおこなっているようだ。

　しかし、マリーほど顔を知られた若わかい女じょ性せいが、いくつもの町を、だれにも見られずに通りぬけたとは考えられない。

　彼かの女じょが出かけたころは、町じゅうに人があふれていたはずだから。

　それなのにマリーを見かけたという人は、ひとりもいないのである。

　彼かの女じょが家を出た証しょう拠こはなにもない。

　マリー自身が、出かけると言っていた、というだけなのだ。

　マリーは殺ころされ、だきかかえられて、運ばれたにちがいない。

　彼かの女じょの服は横六十センチ×縦たて三十センチほどがむしりとられ、頭のうしろでむすんであった。ハンカチを持っていない者が、マリーの口をふさぐ、さるぐつわのかわりにしたのだろう。




　しかし警けい察さつは、重じゅう要ような情じょう報ほうを手に入れていた。

　セーヌ川対岸に住む少年ふたりが、水死体のあがったあたりの森で遊んでいた。

　そのしげみには大きな石のかたまりが三つ四つあって、その上に女じょ性せい用ようの服のきれはしやスカーフ、傘かさや手ぶくろ、ハンカチなどがのっているのを見つけた。

　ハンカチには「マリー・ロジェ」と名前が書いてあった。

　そこはあたり一面、いくつもの足あし跡あとでぐちゃぐちゃになっており、木の枝えだはおれ、格かく闘とうでもあったみたいだった。

　おまけに川の方角にむかって、重いものをひきずったような跡あともあった。

　このことについて、週しゅう刊かんの太陽新聞ル・ソレイユをはじめ、ほとんどの新聞が次のように報ほうじた。




　服のきれはしやハンカチなどは、だいぶ長いあいだ、三、四週間はそこにあったのだろう。雨にぬれてカビがはえたりして、石にこびりついていた。

　まわりには草がはえていて、その草におおわれた服のきれはしもあった。

　この場所が犯はん行こう現げん場ばであるのはまちがいない。




　ふたりの少年の母ドリュック夫ふ人じんは、マリーが見つかった川岸で小さな宿やど屋やをいとなんでいた。

　そこにマリーがゆくえふめいになった日曜の午後、色黒の男と若わかい娘むすめがおとずれ、すこし休んでから出かけ、森のほうにむかった。

　その直後にやくざ者の一いち団だんがやってきて、騒さわがしく飲んだり食べたりしてから、お金もはらわずに出ていった。

　先ほどのふたりがむかった方向だった。

　彼かれらは夕方もどってきて、あわてたようすで川をわたり、帰っていったという。

　その夜、ドリュック夫ふ人じんと息子たちは、短いけれどするどい悲鳴を聞いた。

　また、近くを通りかかった乗りあい馬車の馭ぎょ者しゃが、この日、色黒の男と若わかい娘むすめがセーヌ川をわたるのを見たと証しょう言げんした。

　馭ぎょ者しゃの男はマリーを知っていて、あの娘むすめはマリーにまちがいない、と断だん言げんした。

　残のこされた服のきれはしなどは、マリーの親しん戚せきによって彼かの女じょのものと確かく認にんされたのである。

　さらに、服のきれはしなどが見つかったすぐあとに、マリーの婚こん約やく者しゃジャックが犯はん行こう現げん場ばの近くで、たおれているのが見つかった。そばに毒どく薬やくのガラスびんが空からになってころがっていた。

　彼かれは息をふきかえさないまま亡なくなった。

　マリーを愛あいしている、自分は自じ殺さつする、と書かれた遺い書しょを持っていた。
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「これはモルグ街がいの事じ件けんよりも、ずっとむずかしい」

　ぼくが集めてきた報ほう告こく書しょや新聞の束たばに目を通しおえると、デュパンはようやく口をひらいた。

「乱らん暴ぼうだけれど、ごくふつうの犯はん罪ざいだ。変かわったところはどこにもない。それだからやさしい、と世間は言うけれど、だからこそ解かい決けつはむずかしいんだ。

　警けい察さつの連れん中ちゅうは、この事じ件けんがどんなぐあいに実行され、どうしてこんなことがおこなわれたのか、たちどころに理り解かいできる。そのやり方も、理由もいくつか思いあたる。

　もちろん、彼かれらの考えどおりだったということも、じゅうぶんありえる。

　だが、こういう思いつきのかんたんさ、もっともらしさが、かえって真相を解ときあかすのをむずかしくするのさ。

　だからぼくは言ったことがあるだろう、真実を知りたければ、ふつうじゃない、なにかきわだった証しょう拠こをさがしだすべきだ、とね。

　それからこうも言ったろう。まっさきに注目すべきは、起こったことを知るよりも、今まで起こらなかったようなことはなにかなかったか、さがすべきだとね。

　モルグ街がいのときは、あまりに異い常じょうな事じ件けんだったから、警けい察さつはすっかりとまどってしまったけれど、その異い常じょうさこそがぼくたちには真相にたどりつける道だったんだ。

　ところが今回の場合はどうだ。

　あまりにごくありきたりの事じ件けんで、ぼくなんか途と方ほうに暮くれているというのに、連れん中ちゅうときたら、すっかり解かい決けつしたような気分になっているのさ」

　そう言って、デュパンはさらに言葉をつづけた。

「モルグ街がいの場合は、最は初なっから殺さつ人じんであることはまちがいなかった。自じ殺さつということはありえない。

　今度の事じ件けんも、自じ殺さつという可か能のう性せいはないでしょう。

　見つかったときの状じょう況きょうから見ても、疑ぎ問もんの余よ地ちはない。

　けれど、ひきあげられた死体がマリーじゃない、ということを言う人もいる。

　ところで懸けん賞しょう金きんはマリーを殺ころした犯はん人にん、もしくは犯はん人にんたちを見つけるという条じょう件けんだ。

　警けい視し総そう監かんがぼくたちに持ちかけたのも、あくまでマリーに関かんしてであって、もしちがう人の死体だったら、もしくはマリーが生きているのを発見したら、すべておじゃんだ。

　なんといっても、あの警けい視し総そう監かんだからね。信しん用ようしちゃいけない。

　というわけで、ぼくたちがまずたしかめなくちゃならないのは、殺ころされたのがまちがいなくマリーかどうか、ということだ。

　今、世間じゃ花形新聞レトワールの記事が好このまれている。

　新聞社のほうも自社の記事に自じ信しんたっぷりだ。

　でも、ぼくに言わせりゃ、この新聞は、記者が熱ねっ心しんだ、というだけのことさ。

　そもそも新聞がやろうとしているのは真実を追いもとめることじゃない。

　センセーションを巻まきおこすことが第一なんだ。

　だれでも言いそうなことを書いたって、だれも信しん用ようしやしない。

　読者はふつうの人が考えるようなことに反対したり、きついことを言ったりすると、よくものを考える人だ、と思うんだ。

　文学だって、ごくふつうの言い方より、ちょっと斜しゃにかまえた表ひょう現げんのほうが受けがいいだろう。そんなものはなんの価か値ちもないっていうのに、ね。

　ようするに、マリー・ロジェが生きているという報ほう道どうが受けているのは、どうもそうらしいと思われているんじゃなしに、そのほうが話としておもしろいからなんだ。

　花形新聞レトワールの主しゅ張ちょうの根こん拠きょは、マリーがいなくなってから死体になって発見されるまでの時間が短すぎるという点だ。

　だからなんとしてでもその時間をちぢめたい。そのためにむりに議ぎ論ろんをゆがめてしまっているんだ。

『日曜のうちに死体を川にしずめてしまうのは──ということは日曜のうちに殺ころされてしまったということになるけれども、そんなに早く犯はん行こうがおこなわれたとはどうしても思えない』と、この記事では書かれている。

　いったい、なぜ、どうしても思えないのかね。マリーが家を出て、すぐに殺ころされてはいけないんだろうか。日曜のうちの、いつ殺ころされてもかまわないじゃないか。

　何時だろうが、日曜のうちに死体を川にしずめてしまう時間はたっぷりあった。

　あの記事を書いた記者は、殺さつ人じんがおこなわれたのは日曜じゃない、と言いたいんだ。

　そのために、失しっ踪そうした日のうちに川に投げこまれた可か能のう性せいは考えたけれど、それをみずから打ちけしてしまったのさ」

　デュパンは、さらにつづけて言った。

「花形新聞レトワールの記事に反はん論ろんしたいだけだったら、ほうっておきゃあいいんだ。でも、ぼくたちがしているのは真実をつきとめることだからね。

　書かれている言葉だけじゃない。それを書いた人間が書きたくても書けなかった、あるいは書かなかったことはなにか、ということだ。

　この記者がほんとうに言いたかったのは、いつ殺さつ人じんがおこなわれたのであれ、あたりがじゅうぶん暗くなる前に死体を川に運ぶようなあぶないことは、するはずがないってことなんだよ。

　そこがおかしい、とぼくは思うんだ。

　殺さつ人じんは川のそばでおこなわれたのかもしれない。

　川の上で、ということだってありうる。

　そうであれば川にしずめるのはかんたんじゃないか。

　夜にならなくたって、かまわないだろう。

　いや、そうだと言ってるわけじゃないよ。

　花形新聞レトワールの記事の矛む盾じゅんをあきらかにしておきたいだけなのだ。

　彼かれらは自分たちの主しゅ張ちょうにつごうがいい時間を設せっ定ていする。そうして、セーヌ川に浮うかんだ死体がマリーだとしたら、川の中にしずんでいた時間は考えられないくらい短い、と言っているのさ。

　さらにこうつづけるんだ。

『これまでの経けい験けんからすると、おぼれ死んだ者や、死んでから水のなかにしずめられた死体は、それが腐くさって水面に浮うかびあがってくるまで、六日から十日はかかるものである。
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　もし水面に大たい砲ほうを発はっ射しゃして、もっと早くに死体を浮うきあがらせたとしても、それはまたしずんでしまうものだ』

　この主しゅ張ちょうに、新聞各かく社しゃはそろって同感のようなのだ。

　ただ一紙、調査新聞ル・モニトゥールだけが反はん論ろんして、溺でき死しした人が花形新聞レトワールで言っているより短時間のうちに浮うきあがった例れいを五つ六つあげている。

　だが、特とく例れいをいくつかあげて一いっ般ぱん論ろんに異いを唱となえようというのは、議ぎ論ろんの仕方として正しくない。

　もし二、三日で浮うきあがった死体の例れいを十倍あげることができたとしても、一いっ般ぱん論ろんの方が否ひ定ていされないかぎり、どんなに数が多くたって、それは例れい外がいということになってしまう。

　まあ、これは確かく率りつの問題なんだ。

　ということで、この点を議ぎ論ろんしようというなら、この法ほう則そくを理り論ろん的てきに再さい検けん討とうしてみなくてはならない。

　自し然ぜんの状じょう態たいでは、人のからだは、それと同じ容よう積せきの水とほぼ等しい。

　骨ほねが細くて太った人は、骨ほねが太くてやせている人より軽い。

　一いっ般ぱん的てきにいって、女じょ性せいは男だん性せいより軽い。

　泳げない人間だって、ぴんと背せを伸のばして、口と鼻を水の外に出していれば浮うかんでいられるんだ。

　まあ、体重と、その体重分の水の重さとのバランスはじつに微び妙みょうなものだ。

　だから、ちょっとしたことでくずれてしまう。

　片かた手てを水面に出すだけで頭がしずんでしまうんだ。

　反対になにか近くにつかまるものでもあれば、顔を持ちあげてまわりを見まわすことだってできる。

　しかし、たいていの人は両手をあげたりして頭を持ちあげようとするから、もがいて水を飲みこんでしまう。

　けんめいに息をしようとするから、肺はいに水が入ってしまう。

　胃い袋ぶくろにも水が入るから、それだけ重くなって、しずんでしまうんだ。

　骨ほねが細くて脂し肪ぼう分ぶんの多い人間の場合は、しずまないこともあるけど。

　水中にしずんだ人は、なんらかの原げん因いんで同じ容よう積せきの水の重さより軽くなるまでしずんでいる。

　その原げん因いんとは、からだが腐くさることだ。

　腐くさるとガスが発生して、からだの中のすきまがふくれ、風船がふくらむようになるのさ。

　からだの重さは変かわらないのに、容よう積せきがふえる。

　すると、からだの容よう積せきと同じ水の比ひ重じゅうより小さくなる。ということで浮うきあがるのさ。

　ただ、この腐くさる過か程ていは、いろいろな要よう素そによるから、速くなったりおそかったり、どのくらいで腐くさるのか予よ測そくはつかない。

　水の温度にもよるし、水すい質しつにもよる。水の深さや流れのようすはどうかなどなど、ね。

　それに水死体のほうの条じょう件けん──体たい質しつとか、なにか持病はなかったか、も考えなくちゃならない。

　さまざまな要よう因いんで、からだの中にガスがたまることもある。

　大たい砲ほうを発はっ射しゃしてどうこうというのは、死体が水すい底ていの泥どろの中にうもれている場合なんかで、振しん動どうのおかげで浮うきあがることもある、ということさ。

　こうして考えると、花形新聞レトワールの書いたことがなんら根こん拠きょのないことだということがわかるだろう。

『これまでの経けい験けんからすると、』水死体が腐くさって浮うきあがるのに、六日から十日かかるなんて、わかるわけがない。

　ここで大事なのは、『おぼれ死んだ者』と『死んでから水のなかにしずめられた死体』とはまったくちがう、ということだ。

　花形新聞レトワールは、いちおうそのふたつを区く別べつしているけれど、けっきょくはいっしょくたにしている。

　説せつ明めいしたように、おぼれた者は、もがいて水中で息をしようとするから、肺はいに水が入ってしまう。

　ところが、殺ころされてから水中に投げこまれた死体は、もがいたり呼こ吸きゅうをしたりしない。

　だから一いっ般ぱん的てきに死んでから水中に入った死体はしずみはしないのさ。

　もちろん、かなり腐くさってしまった水死体はしずむだろうけれど。

　といったわけで、失しっ踪そう後ご三日で見つかった水死体が、マリーじゃないという花形新聞レトワールの主しゅ張ちょうは、問題外だ。

　マリーが殺ころされてから川に投げ入れられたのは、まちがいない。

　だから、いつ見つかったとしてもなんらふしぎはないのさ。

　それなのに、花形新聞レトワールは、つづけてこう言っている。

『かりにその死体が火曜の夜まで陸りく地ちにほうりだされていたとしたら、犯はん人にんたちがそこにいた形けい跡せきがなにか残のこっているはずだ』とね。

　ずいぶんおかしなことを言うもんだ。

　この死体が、殺ころされてから二日間、陸りくの上にあったとしたら、水中よりも腐くさるのは速くなる。

　そうなれば水曜に水面に浮うかんでいたっておかしくない。

　だが、そうなると自分で言ったマリーが生きているという説せつはなりたたなくなってしまうだろう。

　それじゃあまずいので、否ひ定ていするために、『陸りく地ちにほうりだされていたとしたら、犯はん人にんたちがそこにいた形けい跡せきがなにか残のこっているはずだ』なんて書いたわけさ。こっけいだね。

　花形新聞レトワールはまた、こうも言っている。

『それよりなにより水中にしずめようとした犯はん人にんが、おもりもつけずに投げこむなんてことがあるだろうか』

　いやはや、混こん乱らんのきわみだね。

　殺ころされたことはあきらかなんだから。もしこの死体が殺ころされたものだったら、当とう然ぜんおもりをつけたはずだ、とはね。では、おもりをつけていなかったんだから、他た殺さつ体たいではなかった、とでも言いたいのかしら。

　そうかと思うと、マリーが家を出てからだれも彼かの女じょを見かけなかった、とくりかえし力りき説せつしている。

　こんなことには触ふれなければよかったのに、ね。

　月曜や火曜に、マリーがだれかに目もく撃げきされていたら、彼かれらの論ろん理りからすれば、死体はあの人気娘むすめのものじゃない可か能のう性せいがますます高まるというのに、これではあえて反対の説せつの肩かたをもっているようなものじゃないか。

　次に、ボーヴェーが死体をマリーだと確かく認にんしたところを読みなおしてみたまえ。

　この部分の書き方は、ちょっとひきょうだね。

　彼かれは死体がマリーだと確かく認にんするのに、腕うでの毛を見て、と言っている。

　ただ『腕うでの毛』と言ったわけじゃあるまい。

　色だとか長さだとか、ほんとうはもっと特とく徴ちょうを説せつ明めいしたんじゃないだろうか。

　そのほか、いくつもマリーと似にている、あるいはマリーのものらしい身につける物が出てきている。

　それなのに、どれも彼かの女じょのものだと断だん定ていできない、という理由でしりぞけられているんだ。

　彼かの女じょのものに似にているというのがひとつやふたつなら、偶ぐう然ぜんの一いっ致ちということがあるかもしれない。

　けれどもこれだけ重なって、なお他人のそら似にというのはありえないんじゃないか。

　といったわけだ。セーヌ川で見つかった死体は、マリーのものでまちがいないと言っていいだろう。話を先に進めることにしようじゃないか」
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　ここまで聞いて、ぼくは口をはさんだ。

「それじゃあ、商業新聞ル・コメルシェルの記事について、きみはどう思っているんだい？」

「いや、りっぱなものさ。

　最さい初しょにこういう状じょう況きょうだから、と前ぜん提ていとなる話をしておいて、だからこうなんだ、と論ろんを進めていく。これは理にかなったやり方だ。

　ところがいちばん大事な前ぜん提ていのいくつかが、いいかげんなんだ。

　商業新聞ル・コメルシェルは、マリーが家を出たあとすぐ、犯はん人にんにつかまった、と考えているらしい。

『マリーほど顔を知られた若わかい女じょ性せいが、いくつもの町を、だれにも見られずに通りぬけたとは考えられない』

　これは、パリに長く住んでいるお役人の考え方だ。

　彼かれらが出歩くのは、役所の近くだけ。

　だから自分のつとめ先から五、六百メートルも歩けば、かならずだれか知っている人に出会って、声をかけられる。

　マリーもそうにちがいない、と考えたんだ。

　お役人の場合、いつも決まった時間に決まったところを往おう復ふくしている。

　だから出会う人間もかぎられているんだ。

　けれど、マリーの場合は、そんな決まった歩き方はしていないだろう。

　とくに今回は、めったに通らない道を歩いたんだろうからね。

　じっさいのところ、マリーがおばさんの家に行くのに、どの道をどの時間に通ったとしても、ひとりも知りあいと出会わなかったり、出会っても気づかれなかったことはじゅうぶんありえると思う。

　そうだ、と言うんじゃないが、可か能のう性せいが高い、と言いたいね。

　確かく率りつの問題なんだよ。

『彼かの女じょが出かけたころは、町じゅうに人があふれていたはずだから』と商業新聞ル・コメルシェルは書いている。
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　たしかに平日の朝九時ごろだったら多くの人が歩いているだろうが、これが日曜となるとたいがいの人はまだ家にいて、教会へ行く準じゅん備びをしているにちがいないじゃないか。

　商業新聞ル・コメルシェルの記事でおかしいと思うところがもうひとつある。

『彼かの女じょの服は横六十センチ×縦たて三十センチほどがむしりとられ、頭のうしろでむすんであった。ハンカチを持っていない者が、マリーの口をふさぐ、さるぐつわのかわりにしたのだろう』と書いている。

　この部分の検けん討とうはあとまわしにするとして、『ハンカチを持っていない』と書いているのは、犯はん人にんたちがやくざ者だと言いたいんだろうね。でも、こういう連れん中ちゅうはワイシャツは着ていなくても、ハンカチは持っているものさ」

「それじゃあ、太陽新聞ル・ソレイユの記事は、どうだね」

とぼくは聞いてみた。

「太陽新聞ル・ソレイユの記者がオウムに生まれてこなかったのは、ほんとうに残ざん念ねんだね。

　だって、この記者といったら、あちこちで書かれていることをそっくり口まねしているだけだもの。

『服のきれはしやハンカチなどは、だいぶ長いあいだ、三、四週間はそこにあったのだろう。（中ちゅう略りゃく）この場所が犯はん行こう現げん場ばであるのはまちがいない』と書いている。

　だが、これを読んでも、犯はん行こう現げん場ばについての疑ぎ問もんは、そのままだよ。

　まあ、それについてはあとでまた検けん討とうしよう。

　さて、ここでぼくたちがしらべなくっちゃならないことが、いくつかある。

　不ふ審しんな死に方をしたなきがらは、解かい剖ぼうしてしらべるのがふつうだ。

　けれど、それがきわめていいかげんだったからね。

　死体の身元が確かく認にんされたからといっても、ほかにたしかめなくちゃならないことがいくつかあるのさ。

　なにか盗ぬすまれた物はなかったか。

　マリーは家を出るとき、宝ほう石せきを身につけていなかったか。

　つけていたのなら、発見されたとき、それはあったのか。

　こういったことが、なにもわからない。

　まだまだいろいろあるが、報ほう告こく書しょにはなにも書いていないから、自分でしらべるよりほかない。

　婚こん約やく者しゃのジャックについても、もっとしらべなくちゃ。

　疑うたがっているわけじゃないが、ひとつひとつ確かく認にんしていかないと。

　彼かれの証しょう言げんをきちんとしらべて、日曜のアリバイをしらべることにしよう。疑うたがわしいところが出てくれば、自じ殺さつしたことでもあるから、重大だ。

　けれど、証しょう言げんにあやしいところがなければ、自じ殺さつしたことの理由も見当がつく。

　ぼくとしては、この事じ件けんのまわりで起きたことにもっと注意をむけたい。

　犯はん罪ざい捜そう査さでは、事じ件けんに直ちょく接せつ関かん係けいがあることだけに注意をむけて、まわりの、一見無む関かん係けいに見える事こと柄がらはいっさい無む視ししてしまう傾けい向こうがある。

　それは危き険けんだ。真実のかなりの部分は、無む関かん係けいと思われるところから見つかるんだよ。

　きみは警けい察さつがこしらえた報ほう告こく書しょを、読みなおしてくれないか。

　ぼくはきみが集めてくれた新聞をもう一度、あらゆる角度から見なおしてみようと思う。なにかきっと発見できるにちがいない」

　言われた通り、ぼくは報ほう告こく書しょを念ねん入いりにしらべなおした。

　そして、なにひとつおかしな点は見つからず、ぼくはジャックの無む実じつを確かく信しんしたのだ。

　いっぽう、デュパンは、というと、集めてきた新聞のすみずみにまで目を通し、読みふけっていた。

　こうして、一週間後、デュパンは次のような切りぬきをぼくの前にならべて見せたのだ。




　三年半ほど前に、マリー・ロジェはパレ・ロワイヤルにあるルブラン氏しの香こう水すい店てんから姿すがたを消したことがある。そのときも今回同様、大おお騒さわぎとなった。

　だが、このときは一週間後に、なにごともなかったかのようにもどってきた。

　マリーもマリーの母も、口をそろえていなかの親しん戚せきのところに行っていた、と話して、一いっ件けん落着となった。

　今回も、そのうちに元気にもどってくるのではないだろうか。（夕ゆう刊かん新聞　六月二十三日月曜）




　きのうのある夕ゆう刊かん紙しが、かつてマドモアゼル・マリーが起こした失しっ踪そう事じ件けんのことを報ほうじた。

　彼かの女じょが姿すがたを消した一週間、若わかい海かい軍ぐん士し官かんといっしょにいたことは、今では知らぬ者はない。

　そのお相手は現げん在ざい、パリに勤きん務むしているが、その名前を公表することはさしひかえたい。（水星新聞ル・メルキュール　六月二十四日火曜朝ちょう刊かん）




　おとといの夕ゆう暮ぐれどき、妻つまと娘むすめをつれた紳しん士しが、セーヌ川でボートに乗っていた六人の若わか者ものに、お金をはらってむこう岸まで乗せてもらった。

　おりてからしばらくして、娘むすめが傘かさをボートに忘わすれたことを思いだし、ひとりでひきかえしたところ、若わか者ものたちにつかまり、ボートに乗せられた。

　娘むすめはさるぐつわをはめられたうえ、金をうばわれて、ボートからおろされた。

　現げん在ざい、警けい察さつがボートのゆくえを追っている。（朝ちょう刊かん新聞　六月二十五日）




　セーヌ川の殺さつ人じん事じ件けんに関かんして、読者から投書が数通よせられ、それがみな、ム＊ネーなる男が犯はん人にんだと指し摘てきしている。





ムネー…はじめに疑うたがいを持たれ、逮たい捕ほされた者のひとりである。その後、証しょう拠こ不ふ十じゅう分ぶんで釈しゃく放ほうされた。（原げん註ちゅう）






　だが、氏しは警けい察さつに呼よばれ、とりしらべの結けっ果か、釈しゃく放ほうされているのだ。（朝ちょう刊かん新聞　六月二十八日）




　本紙に数通の投とう稿こうがよせられている。そのいずれも、マリー・ロジェはまちがいなく不ふ良りょう一味の犠ぎ牲せいとなった、と指し摘てきしている。

　本紙もまったく同感で、今後、この方面の取しゅ材ざいに力をそそぎたい。（夕ゆう刊かん新聞　六月三十日）




　月曜日に、はしけ船の船せん頭どうが、セーヌ川に浮うかんでいる空からのボートを発見した。

　船せん頭どうはそれを事じ務む所しょまでひいていった。

　翌よく朝あさ、ボートが持ち去られていたが、それに気がついた者はだれもいなかった。（精査新聞ル・デイリジャンス　六月二十六日木曜）




　ぼくはそのスクラップに目を通した。どれも見当ちがいな内ない容ように思えたので、デュパンの説せつ明めいを待つことにした。

「はじめのふたつの記事については、見ての通りだ」

とデュパンは話しはじめた。

「警けい視し総そう監かんの話から判はん断だんすると、警けい察さつはこの海かい軍ぐん士し官かんをとりしらべてはいないようだ。

　今回の事じ件けんに、前の失しっ踪そう事じ件けんはなんの関かん係けいもない、と決めつけているようだね。やれやれ。

　マリーが以い前ぜんルブラン氏しの店につとめていたとき、何日かいなくなったのは、好すきな男の人とどこかへ行ってしまおうと、いったんは駆かけ落おちしたものの、口げんかをしてしまって、もどってきたんだと仮か定ていしてみよう。

　すると、今回の駆かけ落おちは──今度も駆かけ落おちだと考えるとだね──べつの新しい恋こい人びとができたというより、前の男の人との仲なかがもどったと考えるほうが可か能のう性せいが高いんだよ。

　前回と今回が、ともに駆かけ落おちだと考えて、そのあいだ、どのくらいの時間がたったのか考えてみた。

　いろいろしらべてみると、お相手の海かい軍ぐん士し官かんは前回、ちょうど乗っている船が次の目もく的てき地ちに出かけるときだったことがわかった。

　それが、今回、任にん務むからもどってきた、ということなのかもしれない。

　今のところ、マリーのお相手というのはジャックしか知られていない。

　あるいは、ボーヴェーという男も加くわえてよいのかもしれない。

　マリーが、日曜の朝に待ちあわせて、セーヌ川の対岸でいっしょにすごすほど親しい相手というのは、だれなんだろう。家族はだれも、知らないようだ。

　ただし、ロジェ夫ふ人じんがあの朝、マリーが家を出るとき、「もう二度とマリーには会えない」と言ったというのは、どういう意味だったんだろうね。

　母親は、うすうす感づいていたのかもしれないが、たしかなことはわからない。

　マリーのほうは、なにか計画を立てていたように思うんだけれどね。

　おばの家に行く、と言い、ジャックに夕方むかえにきて、とたのんだのは、その考え方に反するようにも思える。

　だが、こう考えたらどうだろう。彼かの女じょは駆かけ落おちしようと考えていた。

　あるいはべつの目もく的てきがあったのかもしれないが、とにかくじゃまされたくない。それには、おばの家に行って、夕方帰る、と言って出かけるのがいい。

　暗くなってからむかえにきて、と言っておけば、それより早くやってくることはない。なにも言わないで出かけたら、早く帰ってくると思うだろうし、帰りがおそくなれば、心配して騒さわぎだすにちがいない。

　一日デートをして、帰るつもりだったら、ジャックにむかえにきて、とたのむのはうまくない。でも、帰るつもりはないんだから、とりあえず時間をかせぐことだけを考えればいい──とね。

　世間では不ふ良りょうグループの連れん中ちゅうがあやしいという説せつが有力だね。

　それが一いっ般ぱんの人のまっとうな意見であれば、おおいに尊そん重ちょうすべきだ。

　けれど、今回のは三つ目の新聞記事に影えい響きょうされた気配が濃のう厚こうだね。

　話を進める前に、犯はん行こう現げん場ばと見られているセーヌ川岸のしげみについて考えてみよう。

　そこには大きな石が三つ四つあって、その上に傘かさやらハンカチやらがあった。

　地面は足あし跡あとでぐちゃぐちゃになっており、はげしい格かく闘とうがおこなわれたように見える、というところだった。

　でも、もし犯はん行こうがロジェ夫ふ人じんの下宿を出てすぐだとしたら、あのしげみの場所は偽ぎ装そうされた疑うたがいもある。

　あとから犯はん人にんがマリーの遺い品ひんをわざと置おいておいたと考えられなくもない。

　太陽新聞ル・ソレイユは、それらの物がそこに置おかれてから、だいぶ時間がたっていると書いているけど、そんな証しょう拠こはどこにもない。

　マリーのゆくえがわからなくなってから、少年たちが岩の上の物を見つけるまで二十日もたっているんだよ。
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『雨にぬれてカビがはえたりして、石にこびりついていた。まわりには草がはえていて、その草におおわれた服のきれはしもあった』

　と太陽新聞ル・ソレイユには書かれているけれど、それはふたりの少年の言ったことだ。

　彼かれらの記き憶おくにすぎないんだ。

　だいいち、二十日ものあいだ、だれにも見つからずに岩の上に置おきっぱなしになっていたというのは、信しんじがたい。

　そして、これらの品がしげみに置おかれたのは、ほんとうの犯はん行こう現げん場ばから世間の目をそらすためではないか、とも考えられる。

　これには、いくつか根こん拠きょがあるんだ。

　まず、発見された日ひ付づけを考えてみよう。

　五つ目の切りぬきの日ひ付づけを見てみたまえ。

　その夕ゆう刊かん新聞にしきりに投書がよせられた、そのすぐあとに、これらの品が発見されているんだよ。

　つまり、この場所で、不ふ良りょうの連れん中ちゅうによって、犯はん行こうがおこなわれた、と読者に思わせたかったんだ。

　ふたりの少年が、それより前にこれらの品を発見できなかったのは、それまではこの場所に置おかれていなかったからなんだよ。

　つまり、投書がきたときか、それより少し前に、投書をした人間がこれらの物をしげみに置おいた可か能のう性せいが高いのさ。

　いちばん問題にすべきは、格かく闘とうの跡あとだ。

　あれはなんだったのか。

　もちろん、不ふ良りょうグループのしわざだと思わせるためだ。

　でも、よく考えてみたまえ。

　あれはむしろ、そんな連れん中ちゅうはいなかった証しょう拠こだとは思わないか。

　かよわい女じょ性せいと不ふ良りょうグループのあいだに、いったいどんな格かく闘とうが起こるというんだ。

　地面にあんな跡あとが残のこるようなはげしい格かく闘とうが、ほんとうにあったんだろうか。

　ここで大事なことは、ぼくがこのしげみを犯はん行こう現げん場ばだと思っていることなんだ。

　不ふ良りょうグループのような複ふく数すうの人間による犯はん行こうなら、今言ったように、ここが犯はん行こう現げん場ばのはずはない。

　もし、犯はん人にんがひとりだったら、跡あとがはっきり残のこるはげしい格かく闘とうだってありえるのさ。

　いや、むしろその場合にのみ、ありえるんじゃないか。

　さあ、話をもとにもどそう。

　被ひ害がい者しゃの遺い品ひんがあのしげみに、そっくり残のこっていたということが重じゅう要ようなのだ。

　死体のほうは見つからないように始し末まつしようとしたのにね。

　名前入りのハンカチまで残のこしているんだ。

　これは複ふく数すうの人間がやったことじゃない。単たん独どく犯はんのしわざだよ。

　考えてみたまえ。たったひとりで人を殺ころしたとする。

　いま、ここには、自分と殺ころした女じょ性せいとふたりきりなんだ。だれか仲なか間まがいればなんとかなっても、ひとりなんだ。

　さぞやこわいにちがいない。

　といっても、死体を始し末まつしなくちゃならない。

　とにかくマリーのからだを川まで運んでいこう。それが先決だ。ほかの物はあとで取りにこよう。

　そこで、さんざん苦く労ろうして、川岸まで運んでいく。

　そのうちに、だんだんこわくなってくる。

　いや、もともとこわかったんだけれど、それがだんだんひどくなってくるんだ。

　だれかに見られているんじゃないか。

　足音が聞こえるような気がする。

　途と中ちゅう、何度も立ちどまって、なんとか川岸までたどりつく。

　ようやくの思いで死体を処しょ分ぶんする。

　ボートに乗せたのかもしれないね。

　だけど、こうなったら、なにをくれると言われたって、つかまるぞ、とおどされたって、もう残のこしてきた物を取りにもどる気にはなれっこないさ。

　あとはどうなってもかまいはしない。

　とにかく今は逃にげるんだ。

　これが不ふ良りょうグループなら、どうだろうね。

　ひとりぼっちで味わう恐きょう怖ふは、感じないだろう。

　そして、ひとりなら、ふたりなら、三人でも見のがしたかもしれないうっかりも、四人となれば、なにか残のこしていくなんて、うっかりミスをするはずはない。

　それに、それだけ人がいれば、全部いっぺんに持っていけるしね。

　次に、セーヌ川からひきあげられたマリーが、『着ているものはドレスの裾すそから三十センチほどひきさかれ、腰こしのまわりにぐるぐると巻まきつけられていた。そして背せ中なかのところで船乗りがやるようなむすび方でゆわえてあった』とあったろう。

　これはまちがいなく、死体を持ち運ぶときの取っ手にしたんだよ。

　だけど、犯はん人にんが何人もいるんだったら、こんなことをする必ひつ要ようがない。

　三人か四人いるなら、手足を持って運べばいいじゃないか。何人もいるなら、ひきずっていかなくてもいいだろうに。

　ところで、商業新聞ル・コメルシェルに、『彼かの女じょの服は横六十センチ×縦たて三十センチほどがむしりとられ、頭のうしろでむすんであった。ハンカチを持っていない者が、マリーの口をふさぐ、さるぐつわのかわりにしたのだろう』とあったことについて、言っておかなくてはならない。

　前にも言ったけど、やくざな連れん中ちゅうはハンカチは持っているものなんだ。

　でも、ぼくが言いたいのはそのことじゃない。

　マリーの服からむしりとられた布ぬのが使われた理由さ。

　だって、ハンカチならしげみの石の上にあったもの。

　さるぐつわなら、もっとふさわしいものがあるよ。

　犯はん人にんは死体を、『腰こしのまわりにぐるぐると巻まきつけ』た取っ手を持って運んでいた。

　でも、しばらく運んだところで、これでは重すぎてたいへんだと気づいた。

　そこで、ひきずっていくことにしたのさ。

　ということになると、なにかひものようなものが必ひつ要ようになる。

　首のまわりにむすべば、あごにひっかかるから、ひっぱっていても抜ぬけないだろう。

　きみは、ドリュック夫ふ人じんの証しょう言げんについて、聞きたいだろうね。

　犯はん行こうがあったのではないかと思われるころ、やくざ者の一いち団だんがやってきて、騒さわがしく飲んだり食べたりしてから、お金もはらわずに出ていった、というあれだ。

　先に出ていった男女ふたりがむかった方向に行ったという。彼かれらは夕方もどってきて、あわてたようすで川をわたり、帰っていったそうだ。

　その夜、ドリュック夫ふ人じんと息子たちは、短いけれどするどい悲鳴を聞いた、と言っている。

　ここで、この証しょう言げんの、時じ間かん的てきな前後関かん係けいに注意してほしい。

　一度もどってきた彼かれらが、川をわたって帰っていったのは「夕方」、悲鳴を聞いたのは「夜」だ。

　ふしぎなことに、警けい察さつも、新聞各かく社しゃもこの点にちっとも注意していない。
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　そしてもうひとつ。たいへんな懸けん賞しょう金きんがかかっているうえに、仲なか間まを密みっ告こくして自首して出れば、罪つみに問われない、と約やく束そくされているというのに、だれも名乗りでてこないじゃないか。

　こうなると、こういう連れん中ちゅうは賞しょう金きんがほしいとかいうよりも、仲なか間まに裏うら切ぎられるのがこわいものさ。

　自分が裏うら切ぎられたくないから、先に密みっ告こくしようとするんだ。

　だれも名乗りでてこないということは、グループのしわざじゃないということだ。

　ひとり、ないしふたりの犯はん行こうなんだよ。

　ということで、そろそろまとめてみようじゃないか。

　犯はん行こうは、ドリュック夫ふ人じんの家か、あのしげみの中だ。

　犯はん人にんはマリーの恋こい人びとか、とにかくこっそり付つきあっていた男友だちということになる。

　この男は『色黒』だったというし、マリーの腰こしのまわりに巻まきつけられた服のきれはしが、『船乗りがやるようなむすび方でゆわえてあった』ことからも、船員の線が濃のう厚こうじゃないか。

　とすると、水星新聞ル・メルキュールが報ほうじている、最さい初しょの駆かけ落おちのお相手だという海かい軍ぐん士し官かんがあやしくなってくる。

　じっさい、この男の顔の黒さはよほど印いん象しょう的てきとみえて、ドリュック夫ふ人じんにしても、近くを通りかかった乗りあい馬車の馭ぎょ者しゃにしても、色黒の男だった、としか言っていない。

　だが、この男は、あの日以い来らい、姿すがたを見られていない。

　あの不ふ良りょうグループに殺ころされたのだろうか？　そうであれば、娘むすめのほうの遺い品ひんしか残のこされていないのは、どうしてだろう？

　あるいは生きていて、犯はん人にんと思われるのがいやで、かくれているのかもしれない。

　でも、犯はん人にんでないのだったら、警けい察さつにとどけでるんじゃないかな。

　そして犯はん人にん逮たい捕ほに協きょう力りょくをするだろう。

　娘むすめといっしょにいるところを見られているんだし、わたし船にもいっしょに乗っているんだからね。

　自分が疑うたがわれないためには、そうするしかないことは、わかりきっている。

　彼かれが生きているんだったら、そして潔けっ白ぱくであれば、とどけでないはずがない。

　さて、ではこのあと、ぼくたちはどうしたらいいだろう。

　まずは、香こう水すい店てんにつとめていたときの駆かけ落おちについてしらべようじゃないか。

　問題の海かい軍ぐん士し官かんについて徹てっ底てい的てきにしらべ、今どうしているのか、マリーが殺ころされたと思うころ、どこでなにをしていたのか。

　それから、不ふ良りょうグループに疑うたがいの目をむけさせようという投書のたぐい。あれをていねいにあたろう。

　ついでに、ムネーがあやしいという投書もしらべて、筆ひっ跡せきや文章が似にていないか、くらべてみよう。

　それと、例れいの海かい軍ぐん士し官かんの筆ひっ跡せきをさがしだして、比ひ較かくしてみようじゃないか。

　それがすんだら、ドリュック夫ふ人じんや子どもたち、それに乗りあい馬車の馭ぎょ者しゃに、娘むすめといっしょにいたという色黒の男について、もっといろいろと聞いてみようじゃないか。

　次に、盗ぬすまれたはしけのボートのゆくえを追ってみよう。

　おそらくマリーは、そのボートから川に投げすてられたんだ。

　こうなったら、それはまちがいない。

　マリーの背せ中なか一面にあったという『ひどいすり傷きず』は、ボートの底そこのでっぱりにぶつかってできたものだろう。

　死体におもりをつけていなかったのも、ボートに乗る前に用意しておかなかったからだろう。

　マリーを川に投げすてると急いでパリにむかい、どこか人けのない波止場でおりたのさ。

　ボートは、証しょう拠こを残のこしておきたくないから、川に押おしながしたんじゃないかな。

　そのボートのゆくえをさがすことができたら、思ったよりかんたんに、犯はん人にんにたどりつけるんじゃないだろうか」










　おことわりするまでもないだろうが、このあとの展てん開かいは、デュパンの推すい論ろん通りに進んだ。したがって、その詳しょう細さいを記すことはしない。警けい視し総そう監かんはいやいやながら、デュパンとの約やく束そくを守った。かくて、ポーの記き録ろくは、以い下かのようなぐあいに終わっている。（編へん集しゅう者しゃ注）










　偶ぐう然ぜんの一いっ致ちかと思うようなそっくりの出来事に出会って、びっくりしたことから、ぼくはこの話をはじめた。

　くりかえしになるけれども、この物語が現げん実じつの事じ件けんとどんなに似にていようとも、じっさいまったくちがうのだ。

　たしかに、マリー・ロジェの身にふりかかった不ふ幸こうな出来事と、メアリー・ロジャーズの事じ件けんは途と中ちゅうまで、じつによく似にていた。けれども、それならばふたつの事じ件けんが後半も同じ展てん開かいを見せるのでは、と考えてはいけない。

　たとえば、サイコロを投げた者が、二度つづけて二個ことも六を出したとする。とすれば、三度目はまず出ない、というほうに賭かけていい。

　だが、これを理り論ろん的てきに多くの人に理り解かいさせるのはむずかしい。

　ぼくには、みなさんにそれを納なっ得とくさせる自じ信しんはないのだ。

　どうか、ニューヨークで起こった事じ件けんの犯はん人にんをさがすために、パリでデュパンがもちいた方ほう法ほう、ないし推すい理りを応おう用ようすれば、同じ結けつ論ろんに達たっする、とぼくが主しゅ張ちょうしている、と誤ご解かいしないでいただきたい。
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　一八××年秋の、ある風の強い日の夕方。日が暮くれてまもなくのころだった。

　ぼくはパリで、友人のＣ・オーギュスト・デュパンと、海かい泡ほう石せきのパイプをくゆらせながら瞑めい想そうにふける、というぜいたくな気分を味わっていた。

　フォーブール・サンジェルマン、デュノ街がい三十三番地四階の、たくさんの本をかかえた奥おくの小さな書しょ斎さいである。

　一時間ほど、ぼくたちはまったく口をきかなかった。

　もし、このときのぼくたちをのぞき見た人があったなら、もうもうとたちこめたパイプの煙けむりに心うばわれていると思ったことだろう。

　ぼくのほうは、その晩ばん、ふたりで話しあったテーマについて、思いめぐらせていたのだった。
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　あの、ぼくたちがかかわったふたつの事じ件けん──モルグ街がいとマリー・ロジェの怪かい事じ件けんのことである。

　だから、ちょうどそのときドアがあいて、ぼくたちの旧きゅう友ゆう、パリ警けい視し庁ちょうの警けい視し総そう監かんＧジーが入ってきたのは、まさに偶ぐう然ぜんの一いっ致ちとしか思えなかった。

　ぼくたちは彼かれを大だい歓かん迎げいした。

　つまらない男だが、にくめないところがあり、会うのは数年ぶりのことだったからだ。

　そのときまで、ぼくたちは暗がりの中ですごしていた。

　Ｇジーが来たので、デュパンが腰こしを上げ、明かりをつけようとした。

　Ｇジーは、ぼくたちに相談ごとがあってやってきた、と用よう件けんを述のべた。

　たいへんな難なん事じにかかわる公こう務むについて、わが友の意見が聞きたい、というのだった。

　するとデュパンは、なにか考えごとをするのなら暗いほうがいいな、と言って、明かりをともさずに、そのままいすにすわりなおした。

「きみはいつも、妙みょうなことを言うんだね」と、Ｇジーは言った。

　彼かれにとって理り解かいできないことは、すべて「妙みょうなこと」なのだった。

　彼かれはたくさんの妙みょうなことに囲かこまれて生きているのだ。

「たしかに、ね」

　同意してみせて、デュパンはパイプたばこをすすめ、安楽いすにすわるように言った。

「さて、今度の相談ごとというのは、なんだね。もう人ひと殺ごろしはたくさんだよ」

と、ぼくはたずねた。

「いやいや、そんなんじゃないんだ。

　じつを言うと、かんたんなことで、われわれだけでどうにかなるんだが、ちょっと奇き妙みょうなことがあってね。きっと、デュパンが話を聞きたがるんじゃないか、と思ってね」

「単たん純じゅんにして奇き妙みょう、というわけか」

と、デュパンは言った。

「そうそう。単たん純じゅんな事じ件けんなんだが、それでいてわれわれにはいかんともしがたいところがあってね」

「ふーん、そりゃあきっと、あまりに単たん純じゅんなので、どうしていいかわからないんだな」

と、わが友は言った。

「きみは、なんとバカなことを言うんだ」

　そう警けい視し総そう監かんは言って笑わらった。

「いやきっと、明めい々めい白はく々はくの事じ件けんなんだよ」

　デュパンは言いつのった。

「そりゃあ、新しい見けん解かいだね」

「はっきりしすぎているのさ」

「わはっはっはっ」

　Ｇジーは、腹はらをかかえて大おお笑わらいした。

「デュパン、きみはぼくを笑わらい死じにさせる気かい」

「ところで、その相談ごとっていうのは、結けっ局きょく、どういうことなんだい」

とぼくは聞いた。

「今、話すよ」

　警けい視し総そう監かんは、たばこの煙けむりをひとつ大きく吐はいてから、いすに腰こしをおろした。

「かんたんに話すと、だね。いやその前に、この話はぜったいに内ない緒しょのことなんだ。ぼくがもし、人に話したなんてことが知れたら、クビになってしまう」

「まあ、話したまえ」

とぼく。

「それとも、このまま帰るかね」

とデュパン。

「では、話すがね。じつは、さるやんごとないお方からじきじきに知らせがあってね。宮きゅう中ちゅうから、ある秘ひ密みつの書しょ類るいが盗ぬすまれたというのだ。

　犯はん人にんはわかっている。盗ぬすんだところを見られているんだ。それがまだ彼かれの手もとにあるのも、わかっている」

「どうして、そうだとわかるんだい」

と、デュパンがたずねた。

「それは、だ。ひとつは盗ぬすまれたものの性せい質しつによるんだ。

　もうひとつは、その盗ぬすまれたものがもし彼かれの手を離はなれたら、つまり、その男がこうしようとたくらんでいるその通りにその書しょ類るいを利り用ようしたら、かならず起こるある結けっ果かが、まだ出ていないのだ。つまり、犯はん人にんは、それを使ってあることをしたい。それがまだ実行されていないのさ」

「うーん、じれったいな。もっと端たん的てきに言ってくれよ」

と、ぼくはいらいらして、うながした。

「それでは言うが、その書しょ類るいというのは、所有者に絶ぜっ対たい的てきな権けん力りょくをあたえるものなんだ」

と、総そう監かんは相あい変かわらずのお役人口調で、話した。

「どうも、今ひとつはっきりしないな」

とデュパンが文もん句くを言った。

「これでもわからないか。では、こう言ったらどうだ。

　この書しょ類るいの内ない容ようが、ある──名は伏ふせるが──お方の耳に入ったとすると、さるやんごとないお方の名めい誉よがいちじるしくそこなわれ、それによって書しょ類るいの持ち主が、そのお方に対して絶ぜっ対たい的てきな優ゆう位いに立つことができるのさ」

「しかし、そのためには、盗ぬすまれたほうが、だれが盗ぬすんだかを知っていて、犯はん人にんのほうも、その人がだれが盗ぬすんだのか知っていることを知っているという、そういう状じょう況きょうになくっちゃあなるまい。それっていうのは……」

とぼくは疑ぎ問もんを呈ていした。

「いや、その犯はん人にんというのは、Ｄディー大だい臣じんなんだ。あの男ときたら、なんだってやる。

　しかも、その盗ぬすみ方かたが大だい胆たん不ふ敵てきというか、なんというか。

　いや、その盗ぬすまれた書しょ類るいというのは、手紙なんだ。

　さるお方──ご婦ふ人じんなんだが──が王宮の奥おくの間までその手紙を受けとり、読んでおられたときに、とつぜん、やはり高こう貴きなある方が入ってこられたんだ。

　ご婦ふ人じんにとっては、その手紙を読んでいるのを知られたくない人だったので、あわててかくしてしまおうとしたが間に合わず、しかたがないから、ひらいたままテーブルの上に出しておいた。幸い宛あて名なが書いてあるところが上になっていて、中身は読めないように置おいてある。

　相手もそれを気にするふうはなかったので、安心していると、そこにＤディー大だい臣じんが入ってきたのだ。

　彼かれは山やま猫ねこのようにするどい目で、その手紙を見つけ、宛あて名なの文字の筆ひっ跡せきと、彼かれがその手紙に目をやったのに気づいたご婦ふ人じんがあわてているようすから、ことの次第を察さっ知ちしてしまったのさ。

　やつは、やってきた用よう件けんをすませてしまうと、問題の手紙とよく似にた手紙を取りだして、読んでいるふりをしてから、それをご婦ふ人じんの手紙のわきにぴたりとならべておいた。それから十五分ほどなにげない調子で公こう務むの話をすると、やおら問題の手紙のほうを取りあげて、出ていってしまったんだ。

　もちろん、ご婦ふ人じんもそれに気づいていたが、もうひとりの方がいるものだから、なにも言えないでいるうちに、くだんの手紙を持ち去られてしまった。
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　あとには、くだらないＤディー大だい臣じんの手紙が残のこっていた、というわけさ」

「なるほどね」

と、デュパンはぼくにむかって話しかけた。

「これできみがいう条じょう件けん──ご婦ふ人じんが手紙を盗ぬすまれた一いち部ぶ始し終じゅうを知っていて、盗ぬすんだほうもご婦ふ人じんがそのことを知っていることを知っているという──それが、整ったわけだ」

「まさにその通り」

と、総そう監かんが言った。

「そして実じっ際さい問もん題だい、やつはその有ゆう利りな立場をもののみごとに活用しだしているのだ、政せい治じの方面でね。だから、ご婦ふ人じんとしては、一日も早く例れいの手紙を取りかえさなくては、とあせって、やむをえず、ぼくのところへ駆かけこんだ、というわけだ」

「たしかに、それ以い上じょうかしこい対たい処しょのしかたはないだろうね」

　もうもうとたちこめる煙けむりの中で、デュパンは言った。

「おだてちゃいけない」

　まんざらでもない、という表ひょう情じょうで、総そう監かんがこたえた。

「まあ、そうも言えるけどね」

「まさにね」

とぼく。

「手紙が大だい臣じんの手もとにあることはまちがいない。

　持っているからこそ、力を発はっ揮きできるのであって、使ってしまったら、元も子もなくなってしまう」

「そうなんだよ。ぼくもそう思って、まずは大だい臣じんの官かん邸ていを徹てっ底てい的てきに捜そう査さすることからはじめた。だが、そのことを彼かれにさとられちゃいかん。気づかれないようにやらないと、たいへんなことになる」

「でも、そういう捜そう査さは、お手のものじゃないか」

とぼくは言った。

「これまでにも、何回となくやっているんだろう」

「そうだよ。それに大だい臣じんの暮くらしぶりというのが、われわれにとっちゃ、まさに好こう都つ合ごうだった。彼かれは夜遊びが好すきでね。そんなに多くない召めし使つかいも、みんな離はなれた部屋で寝ね起おきしている。

　ぼくたちはパリの家ならどんな部屋のとびらだろうと、どんな戸と棚だなの錠じょうだろうとあけられる万ばん能のう鍵かぎを持っている。

　というわけで、ぼくたちは三か月というもの、ほとんど夜という夜は、彼かれの部屋に押おし入って、徹てっ底てい的てきな捜そう索さくをした。

　それに、これは内ない緒しょだが、報ほう酬しゅうをタップリもらっているんでね。

　ところがだ、ありとあらゆる場所をさがしたが、収しゅう穫かくなしなんだ」

「それなら、ひょっとして」

とぼくは考えを述のべた。

「手紙は官かん邸てい以い外がいのところにかくしてあるんじゃないのか」

「それはないな」

とデュパンが答えた。

「王宮の事じ情じょうや、Ｄディー自身のかかえている問題を考こう慮りょに入れると、その手紙は必ひつ要ようになったとき、すぐにでも取りだせる状じょう態たいにある、と考えるべきだろう」

「いつでも持ちだせる、ということか？」

とぼくはたずねた。

「いつでもやぶいてしまえる、ということさ」

「なるほどね。それならたしかに、手紙は官かん邸ていの中にあるな。

　大だい臣じん自身が、手紙を身につけている、ということもないね」

「そうなんだ」

　総そう監かんはうなずいた。

「すりのしわざに見せて、二度ほどやつのふところを探さぐらせてみたんだよ」

「そんなバカな真ま似ねをしたのか。かしこい男なんだから、そんなことははじめっから予想してたろうに」

「バカじゃないことはたしかだ。とすると、やつは詩人かな。詩人とバカはほとんど同どう類るいだからね」

「お説せつごもっとも」

　デュパンは考えにふけりながら、パイプの煙けむりをふかぶかと吸すいこんで言った。

「ぼくも、へたな詩のひとつやふたつ、ひねったことがあるが」

「きみがどんな捜そう索さくをしたのか、くわしく話してくれないか」

とぼくはうながした。

「そりゃあ、たっぷりと時間をかけて徹てっ底てい的てきな捜そう索さくをしたよ。こういうことにかけては、永なが年ねんの経けい験けんがあるからね。

　建たて物もののすべてを、それこそひと部屋に一週間かけたろうか。

　家か具ぐ類るいは、引きだしという引きだしをすべてひっぱりだしてしらべた。

　秘ひ密みつの引きだしがあれば、見みのがしっこない。

　おおよそ、すべてたんすや戸と棚だなには、どれもすきまがあるものだ。

　ぼくたちは精せい巧こうなものさしを持っている。一ミリの百分の一だって見みのがしやしないさ。

　いすは、クッションに、きみもよくご存ぞんじの、細くて長い針はりを使ってひとつひとつ探さぐってみた。テーブルは、上板をはずしたのは、いうまでもない」

「そんなことまでする必ひつ要ようがあるのかい？」

「机つくえのたぐいはね、物をかくすために上板をはずして、脚あしに穴あなをあけ、そこになにかを入れて、また上板をのせるのさ。ベッドも同様だ」

「でも、そんな穴あななら、たたいてみれば、音でわかるだろう」

とぼく。

「とんでもない。物を入れるときは、まわりを綿わたでくるむのさ。それに、ぼくたちは音を立てるのは厳げん禁きんだからね」

「でも、はずす、といったって、物がかくせそうな家具という家具を、かたっぱしから分ぶん解かいするわけには、いかないだろう。さがしているのは手紙なんだから、こよりにすれば、いすの桟さんの中にでも入るぜ。まさか、いすを一脚きゃく一脚きゃく、分ぶん解かいするわけにもいくまい」

「もちろんさ。それにはよい方ほう法ほうがあるんだ。とても強力な虫むしめがねがあってね。官かん邸ていじゅうの家具という家具は、すべてそのつなぎ目を、この虫むしめがねで検けん査さしたのだ。

　最さい近きん、ちょっとでもひねったり、ひっぱったりした痕こん跡せきがあれば、すぐ見つかるはずだ。ちょっとでもおがくずがあったり、つなぎ目がひらいていたりすれば、それを見落とすことはまずない」

「鏡かがみの、板とガラスのあいだ、ベッド、かけ布ぶ団とん、カーテンにカーペット」

「当とう然ぜん、抜ぬけ目めはないさ。

　家具のたぐいがすむと、今度は建たて物ものそのものをしらべた。

　まずは外そと側がわをこまかく分けて、番号をふった。屋や敷しきの中もむろんのこと、切手大のサイズをあの高こう性せい能のう虫むしめがねで見ていった。両どなりの二軒けんの家までしらべたのだ」

「両どなりの家まで、かい？　そりゃまたご苦く労ろうなことだ」

と、ぼくはおどろいて言った。

「なにしろ、報ほう酬しゅうがすごかったんでね」

「となると、家のまわりの地面もしらべたんだね」

「幸い、大だい臣じん邸ていの庭は一面、レンガが敷しかれていたんで、楽だった。レンガとレンガのあいだの苔こけをしらべたが、動かした跡あとはなかったよ」
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「大だい臣じんの書しょ類るいや本も当とう然ぜん、しらべたろうね」

「もちろん、もちろん。包つつみや封ふう筒とうは全部ひらいてみた。

　本はすべて一ページずつひらいてみたし、ただふってみただけじゃなく、表紙の厚あつさを測はかり、例れいの虫むしめがねで一冊さつずつ、くまなく検けん査さした。ちょうど製せい本ほん屋やからとどいたばかりらしい五、六冊さつの本については、これも例れいの針はりを使って、克こく明めいにしらべた」

「カーペットの下の床ゆかは？」

「もちろん、カーペットはすべてはがして、床ゆか板いたを虫むしめがねでしらべたよ」

「壁かべ紙がみは？」

「もちろんだ」

「地下室は？」

「入って、しらべたよ」

「ということは、だ。きみの思いちがいだったんじゃないか。もう大だい臣じん邸ていの中にはないんじゃないかしら」

「ぼくも、そう思いかけている。どうしたもんだろうね、デュパン？」

「さらに克こく明めいに、家やさがしをするんだね」

「それは無む理りだ。あの手紙が屋や敷しきの中にないことは、ぼくがこうして息をしているように、まちがいのないことだよ」

「となると、ぼくにはもう、それ以い上じょうの助言はできないな。ところで、その手紙はどんな形けい状じょうをしているんだね。正せい確かくにおしえてくれないか」

「いいとも」

　そう言いながら、総そう監かんは手帳を取りだして、その手紙の外形、中身の特とく色しょくをくわしく説せつ明めいし、帰っていった。

　がっくりと肩かたを落として去っていく姿すがたが、あわれだった。
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　ひと月ほどたって、Ｇジー警けい視し総そう監かんはまたやってきた。

　ぼくたちは前回とほとんど同じかっこうをしていた。

　彼かれはパイプを取り、いすに腰こしをおろして、雑ざつ談だんに加くわわった。

　彼かれがいっこう用よう件けんを切りださないものだから、やむなくぼくが口をひらいた。

「ところでね、Ｇジー。例れいの盗ぬすまれた手紙はどうなったんだい？　きみはとうとう、あの大だい臣じんをやりこめるのは、あきらめてしまったというわけかな？」

「うーむ、残ざん念ねん至し極ごくさ。デュパン君にいわれたように、もう一度、家やさがしをやりなおしてみたんだが、思った通り、収しゅう穫かくなしさ」

「ところで、この件けんの報ほう酬しゅうというのは、いくらだと言ってたかね？」

と、デュパンがたずねた。

「いや、たいへんなものだよ。よくもまあ、そんなに出すな、と思ったほどだ。

　正せい確かくにいくらとは言えないんだが、こうは言ってもいいと思う。もしその手紙をぼくに提てい供きょうしてくれる人がいれば、五万フラン進しん呈ていしてもよい、とね。

　実じっ際さい、手紙の価か値ちは日ごとに増ましていて、報ほう酬しゅうのほうも、最さい近きん、倍になったんだ。だが、たとえ三倍になったところで、ぼくにはこれ以い上じょうのことはできないよ」

「おやおや」

　パイプをプカプカやりながら、デュパンは言った。

「ぼくが思うに──きみはまだ──最さい善ぜんの努ど力りょくをしたとは──思えないんだがね。ほかにやることが──あるんじゃ──ないかね」

「ほかに？──たとえば、どんな？」

「そうだな──プカ、プカ──この件けんに関かんして──プカ、プカ──ほかの人間の──プカ、プカ──意見てものに──プカ、プカ──少しは耳を──プカ、プカ──貸かしても、いいんじゃ──プカ、プカ──ないかね。きみは、ア＊バーネシーの話をおぼえているかい？」





アバーネシー…英えい国こくの外げ科か医い。ここでデュパンが紹しょう介かいしているエピソードの主は、アイザック・ペニントン卿きょう。ポーが取りちがえたものと思われる。






「いや、アバーネシーなんて、くだらんやつは、知るもんか」

「なるほど、なるほど。彼かれをくさそうが、ほめようがどうでもいいが、ね。むかし、むかし、あるところに、金持ちのけちな男がいたそうだ。彼かれはアバーネシーに、ある医学上の意見を無た料だで聞こうと思って、たまたま出会って世間話をしているときに、他人の話のようなふりをして、自分の症しょう状じょうについて聞いてみたんだ。

『それで先生、そいつは、こうこうしかじかの症しょう状じょうだったんですが、先生でしたら、どういった薬をすすめられますか？』とね。

　それに対してアバーネシーいわく、『すすめる、ですと。わたしなら専せん門もん医いの助言をおすすめしますな』」

「しかし」

と、少しむっとした警けい視し総そう監かんは言った。

「わたしは喜よろこんで助言に耳をかたむけますぞ。もちろん、きちんとお支し払はらいもする。

　この件けんでわたしを手助けしてくれる人には、五万フランさしあげる、と言ってるじゃないですか」

「それでは、これに」

と言ってデュパンは引きだしをあけ、小切手帳を取りだした。

「ぼく宛あてに先ほど言った金きん額がくを書いてくれたまえ。サインをしてくれたら、例れいの手紙をわたすよ」

　ぼくはびっくり仰ぎょう天てんした。

　総そう監かんは雷かみなりに打たれたみたいだった。

　少しのあいだ、ひとことも発さず、身動きさえしないで、口をぽかんとあけ、目玉が飛とびだすかと思うような顔をして、わが友をながめていた。

　まもなく我われに返ると、ペンを手に、それからもしばらくは固かたまっていたり、うつろな目をしてぼーっとしていたが、なんとか五万フランの小切手を切ると、サインをしてテーブルごしにデュパンに手わたした。

　デュパンはそれをしっかりとたしかめてから、札さつ入いれにおさめた。

　そして書きもの机づくえの引きだしをあけると、一通の手紙を取りだし、総そう監かんに手わたした。
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　総そう監かんは飛とびつくように手紙をうばいとって、ふるえる手でそれをひらき、食い入るように中をたしかめていたが、そのあとはよろよろと戸口のほうに歩いていき、さよならのひとことも言わずに、部屋から出ていく。

　やがて建たて物ものからも出て、去っていった。
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　Ｇジー警けい視し総そう監かんがいなくなると、さっそく友は説せつ明めいを始めた。

「パリの警けい察さつというのは、あれでなかなか有ゆう能のうなんだよ。しんぼう強く、頭を使って、コツコツしらべる。仕事上の知ち識しきも、じゅうぶん持っている。

　ということで、Ｇジーから聞いた家か宅たく捜そう査さの詳しょう細さいから、見落としはなかった、と確かく信しんすることができた。

　ただし、これはあくまで、彼かれの流りゅう儀ぎのおよぶかぎりで、ということだ」

「彼かれの流りゅう儀ぎのおよぶかぎり？」

「そう。彼かれらの捜そう査さ方ほう法ほうはね、その分野に関かんしてはまず最さい良りょうのやり方で、とくに今回、それを完かん璧ぺきにやりとげたと言っていい。

　だからあの手紙が、彼かれらの考えのおよぶ範はん囲い内ないにかくされていたとすれば、かならず見つけだすことができたはずなんだよ」

　ぼくは笑わらいながら聞いていたが、彼かれは真しん剣けんそのものの口調で、語りつづけた。

「彼かれらの完かん全ぜん無む欠けつな捜そう査さの欠けっ陥かんといえばだ、今度の事じ件けんで相手にした人間には、ふさわしくなかったということなんだよ。

　パリ警けい察さつの方ほう法ほうも、警けい視し総そう監かんにとっては、プ＊ロクルステスの寝しん台だいだったのさ。自分の考えを、ベッドのサイズに合わせてしまおうとしていたのだ。





プロクルステスの寝しん台だい…プロクルステスは、ギリシア神話に登場するアッテカの盗とう賊ぞく。捕とらえた旅人を自分のベッドに寝ねかせ、ベッドに比くらべて身長が短いと重しをつけて脚あしをひきのばし、長いとはみだした部分を切り落とした。プロクルステスの寝しん台だいとは、転じて無む理りを押おし通すこと、あるいは杓しゃく子し定じょう規ぎの意味。






　深く考えすぎたり、逆ぎゃくに考えが足りなかったり、で失しっ敗ぱいしてしまったんだ。

　小学生だって、彼かれよりずっとかしこいのがたくさんいるよ。

　ぼくが知っている八歳さいの子は、『偶ぐう数すう・奇き数すう』ゲームをやると、ほとんど勝ってしまう。

　このゲームはきわめてかんたんなルールで、ひとりがにぎったおはじきの数が、偶ぐう数すうか奇き数すうかを当てるものだ。

　当たるとおはじきをひとつもらえる。負けるとひとつやらなくてはならない。

　この子は、学校じゅうのおはじきをみんなまきあげてしまったんだ。

　この子には、当て方の秘ひ訣けつがあった。相手の知力を推おしはかるのさ。

　相手があまりかしこくない、と見てとった場合、その子が手をにぎりしめて『偶ぐう数すうか、奇き数すうか？』と聞いてきて、『奇き数すう』とこたえて負けたとする。

　とすると、次にはかならず勝つのだ。というのも、相手ははじめに偶ぐう数すうを出して勝ったのだから、今度は奇き数すうを出すにちがいない。そこでこの子は『奇き数すう』と言って勝つのだ。

　その子より、若じゃっ干かんかしこい子が相手のときは、こういうふうに推すい理りする。

『こいつは、はじめにぼくが「奇き数すう」と言ったので、次にはさっきの子と同じように、偶ぐう数すうを奇き数すうに変かえることを思いつくにちがいない。だがそこで、いや待てよ、それではあんまり単たん純じゅんだ、と思いなおして、もう一度偶ぐう数すうを出してみるのだ。だから、ぼくは「偶ぐう数すう」と言うのさ』

　こうしてこの子は偶ぐう数すうとこたえて、勝つんだ。

　さてはて、仲なか間まからは〝強運〟と思われているこの子の推すい理り法ほうとは、いったいどういうものだろうね？」

「つまるところ、推すい理りする者が、相手の頭の程てい度どに、自分の知ち能のう水すい準じゅんを合わせてみる、ということだろう」

と、わたしは答えた。

「まさにその通りだ」

と、デュパンは応おうじた。

「というわけで、ぼくはその子に、知ち能のう水すい準じゅんを合わせるにはどんなやり方でやるのか、聞いてみたのさ。

　すると、彼かれはこうこたえた。

『相手がかしこいかそうでないか、よい人か悪い人か、それからその人がそのとき、どんなことを考えているのか、知ろうと思ったらね、自分の顔を相手の表ひょう情じょうにできるだけ似にせようとするんだ。そうして、そのときに自分がどんな気持ちになるか、どんな考えが浮うかんでくるか、ひたすら待っていると、そのうちにある思いや考えが、自し然ぜんに浮うかんでくるんだよ』

　そらね、この子はかんたんに言っているけれど、これはラ＊・ロシュフコーや、ラ＊・ブリュイエールや、あるいはマ＊キャヴェッリや、カ＊ンパネッラがむずかしく言ってることと、そっくりじゃないか」

「そうすると、」

とぼくは受けた。





ラ・ロシュフコー…『箴しん言げん集』で知られるフランスの貴き族ぞく。モラリスト。ラ・ブリュイエール…『カラクテール』で知られるフランスのモラリスト。マキャヴェッリ…『君くん主しゅ論ろん』で知られるイタリアの政せい治じ思想家。カンパネッラ…『太陽の都』で知られるイタリアの聖せい職しょく者しゃ。哲てつ学がく者しゃ。
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「推すい理りする者の考える力を、相手のそれに合わせる、というのは──もしぼくが、きみの言っていることを正しく理り解かいしているとすると──相手の知力をどれだけ正せい確かくに推おしはかっているかにかかっているということになるんだね」

「まさにそうだ。

　警けい視し総そう監かんとその部下たちには、まずはこの相手の知力に合わせる、ということがないのに加くわえて、相手の知力を正せい確かくに推おしはかれない、というよりはそもそも推おしはかろうとしないんだな。それでいつも失しっ敗ぱいしているんだよ。

　彼かれらはいつも、これまでたくわえてきた知ち識しきでしか考えていない。

　なにかをさがす場合、自分たちならこうかくすという方ほう法ほうしか思いつかないんだ。

　それはそれで意味があるけれど──つまり、彼かれらの知ち恵えというのは、一いっ般ぱん大たい衆しゅうの知ち恵えの最さい大だい公こう約やく数すう的てきなものだということなんだ。

　だが、もし相手の知ち恵えが、彼かれらのとはまったく質しつがちがうという場合は、てんで歯が立たない。

　相手が自分たちよりかしこかったら、完かん全ぜんにお手上げだし、相手の知力がかなり下まわっている場合でも、そうなる確かく率りつが高い。

　彼かれらの捜そう査さには、融ゆう通ずう性せいというものがないんだよ。

　大だい事じ件けんが起こるとか、今回のようなとびきりの報ほう酬しゅうが約やく束そくされていると、自分たちの方ほう法ほう論ろんを、いつもより大おお袈げ裟さにやったりするが、やりかたそのものは、変かえることがない。

　今度の事じ件けんが、まさにそうだろう。

　穴あなをあけ、針はりを通し、たたき、虫むしめがねでのぞく。

　建たて物ものの表をこまかく区切って番号をつけ……いやまったく、これらはみな、彼かれらの決まりきった方ほう法ほうを、ただ大だい規き模ぼにやったまでのことだ。

　しかも、その方ほう法ほうというのが、あの警けい視し総そう監かんが長い在ざい職しょく期間中に相手をした人間のかしこい知ち恵えというもの、それに基もとづいているんだ。

　だから、もし書しょ類るいをかくす、となったら、まあ、いすの脚あしに穴あなをあけて差さしこまないにしても、どこか人目につかない穴あなかすみっこにかくすものと信しんじて疑うたがわない。それしか思いつかないんだ。

　逆ぎゃくに言うとね、こういう変かわった場所にかくすというのは、ごくふつうの、平へい凡ぼんな考え方なんだ。だから、こういう物を発見するには、格かく別べつの知ち恵えを必ひつ要ようとしない。

　たゆまぬ努ど力りょくとしんぼう強さがあれば、成せい功こうする。だから、もし今回のかくしものが警けい視し総そう監かんの熟じゅく知ちしている捜そう査さ方ほう法ほうの範はん囲い内ないのものであれば、おそかれ早かれ見つけだすことができたろうさ。

　ぼくの言っている意味は、わかってくれたろうね。

　だが、総そう監かんは、まったく暗あん中ちゅう模も索さくの状じょう態たいに追いこまれてしまった。

　その失しっ敗ぱいの原げん因いんはね、Ｄディー大だい臣じんは詩人としても著ちょ名めいな人物だから、頭のほうはいささか足りないにちがいない、と決めつけていた点にあるんだ。

　知ち恵えのまわらないヤツは、みな詩人だ、と警けい視し総そう監かんは思っていた。

　だから詩人はすべてバカだと考えたわけだ。逆ぎゃくはかならずしも真しんならず、さ」

「だけど、Ｄディー大だい臣じんは、ほんとうに詩人なのかい？」

とぼくは聞いた。

「彼かれはたしかふたり兄弟のはずだ。そしてふたりとも文筆家として有名だ。あの大だい臣じんのほうは、微び分ぶん学がくの論ろん文ぶんを書いていて、数学者のはずだよ。詩人じゃないだろう」

「それはきみの思いちがいさ。ぼくは彼かれのことをよく知っている。

　Ｄディーは、詩人にして数学者なのさ。だから、彼かれは推すい理り力りょくに長たけている。単たんなる数学者の推すい理り力りょくなどたかが知れていて、もしＤディーが単たんに数学者なら、総そう監かんの思っていた通りになったことだろう」

「びっくりさせられるね」

とぼくはおどろいて言った。

「それじゃあきみは、これまで世間で言われてきたことに異いを唱となえるつもりかな。

　数百年にわたってさんざん検けん討とうされてきた考えを、ひっくりかえそうとでも言うのかい。数すう学がく的てきな推すい理りこそが卓たく越えつしている、と言われてきたじゃないか」

「いや、『すべての常じょう識しき、世間で正しいと思われている考えなどは、くだらないもの、と思ってまちがいない。それらは、一いっ般ぱん大たい衆しゅう受けをねらったものだからだ』と言うだろう」

と、デュパンはシ＊ャンフォールの言葉を引用して、答えた。





シャンフォール…フランスのモラリスト。






「きみが言ったまちがった常じょう識しきは、数学者自身がいっしょうけんめい広めた考えさ。

　まちがった考えは、いくら流る布ふしているからといって、まちがっていることに変かわりはない。

　たとえば数学者は、もっと重じゅう要ようなことに使うべき『分ぶん析せき』という考えを、代数学に取りいれている。このまやかしを考えだしたのは、フランス人だ。

　言葉に重じゅう要ようさを求もとめるのなら、つまり言葉が使えるということに意味があるのなら、『分ぶん析せき』という言葉が、まったく代数学を意味しないこと、ラテン語の『あちこちアンビ見てまわるトゥス』が『野心アンビション』を意味するとはかぎらないし、ラテン語の『不正を嫌うことレリギオ』が『宗教レリジョン』を意味せず、そしてラテン語の『名士ホミネス・ホネスティ』が『名誉ある人オノラブル・メン』を意味しないのと、同じことなのさ」

「いやはや、きみはパリの代数学者相手にけんかをふっかけようとしているのかい」

「ようするにぼくは、抽ちゅう象しょう的てきな論ろん理りでない推すい理りというのは、認みとめたくないのだ。

　その中でもとくに、数学の研究によってみちびかれた推すい論ろんというのは、ね。

　数学というのは本来、形式と量りょうとの科学なのだから、その観かん察さつにだけ通用する論ろん理りなのさ。

　それなのに、純じゅん粋すい代数学の真理を、抽ちゅう象しょう的てき、あるいは普ふ遍へん的てきな真理のように考えるのが大きなまちがいなんだ。

　こんな戯たわ言ごとが一いっ般ぱんに受け入れられているのは、まったくおどろくほかない。

　数学の公理は、どんなことにもあてはまる公理じゃない。

　形式と量りょうとの関かん係けいについてなら正しいことも、たとえばモラルの面ではまったくまちがっているという場合だってある。

　人間はどう生きるべきかという哲てつ学がくにおいて、部分部分をひとつずつ理り解かいしていけば、全体を理り解かいできるという考え方は、ほとんど噓うそだよ。

　化学においても、動どう機きの考こう察さつにおいても、そうなんだ。

　たとえばね、ちがった価か値ちのあるふたつの動どう機きがあった、としよう。

　それを合わせてみても、それはひとつひとつの価か値ちを合わせたものになるとはかぎらないのさ。

　こういう例れいは、たくさんある。ところが数学者というものは、それをどんなものにもあてはまる真理だと言い、世間もそう思ってしまっているのさ。

　ブ＊ライアントがあの『神話学』の中で、こういうあやまりについて、指し摘てきしている。





ブライアント…ジェイコブ・ブライアント。イギリスの神話学者。






『異い教きょう徒との神話というものは、もはやだれも信しんじていないというのに、われわれはうっかり、そういう神話をじっさいにあったもののように考えて、それを前ぜん提ていにしてものごとを考えるのだ』とね。

　ところで数学者は異い教きょう徒となものだから、『異い教きょう徒との神話』を信しんじきって、その上でものを考えるのさ。

　ぼくは、二に次じ方ほう程てい式しきの等しい根こん以い外がいで信しん頼らいできる数学者には会ったことがない。

　彼かれらはx2+pxはまちがいなくｑだ、ということを自身の信しん条じょうにしているんだ。

　だから、こういう人間に対して、X2+pxは決まってｑになる、というもんじゃない、などと言おうものなら、なぐりたおされること、まちがいなしさ」

　おしまいの言葉は、ぼくも笑わらうのみだったが、デュパンは話をやめなかった。

「さて、Ｄディーが、単たんに数学者であったら、警けい視し総そう監かんもこんな大金をぼくにくれる必ひつ要ようはなかったろうさ。

　だが、彼かれは数学者ではあったが、同時に詩人でもあった。だからぼくは、彼かれをとりまくさまざまな事じ情じょうを考こう慮りょした上で、彼かれの能のう力りょくに合った方ほう法ほうをさがしたのだ。

　それにまた、彼かれはかなりの陰いん謀ぼう家かだ。

　そこでぼくは、彼かれが警けい察さつのやり方を熟じゅく知ちしている、とにらんだ。

　自分の家が徹てっ底てい的てきな捜そう索さくを受けることも、予想していたにちがいない。

　夜遊び好ずきだ、というので、毎夜のように捜そう索さくを受けるのも、むしろ彼かれのほうがそうしむけて、例れいの手紙がもう家にはない、と警けい察さつに確かく信しんさせるねらいだったのさ。

　だから、Ｇジーたちがさがしまわった、すみっこの複ふく雑ざつなかくし場所にはけっしてしまわないにちがいない。

　となれば、必ひつ然ぜん的てきに単たん純じゅんな場所にしまったんじゃないか、とぼくは考えたんだ。

　おぼえているだろう、ぼくらがはじめて今回の件けんを耳にしたとき、ぼくは総そう監かんに、きみがそんなに手を焼やいているのは、おそらく事じ件けんがあまりに明白すぎるからじゃないか、と言ったろう。それを聞いて彼かれは、腹はらをかかえて笑わらっていたね」

「よくおぼえているよ。ほんとうに笑わらい死じぬかと思ったくらいだ」

　デュパンはぼくのことなどおかまいなしに、話をつづけた。

「現げん実じつ的てきな物にはね、精せい神しん的てきな、というか抽ちゅう象しょう的てきな考えとよく似に通かよった現げん象しょうが見られるのだ。

　たとえば慣かん性せいの法ほう則そくというのがあるだろう。あれは物理学と同様、抽ちゅう象しょう的てきな思考についても適てき用ようできるのさ。

　大きな物を動かすには、小さな物を動かすより、大きな力がいる。動きだしてからは、動かすときに加くわえた力の大きさに比ひ例れいする。

　かしこい頭ず脳のうは、それより劣おとった頭ず脳のうより、はるかにすぐれた洞どう察さつ力りょくを発はっ揮きするが、ただしなかなか動きださず、動きだしてもはじめのうちはゆったりしているものだ。

　ところできみは、店の看かん板ばんの中で、どういうのがいちばん目をひくか、知っているかね？」

「さてね、考えたことはないが」

とぼくは答えた。

「文字さがしのゲームがあるだろう」

とデュパンはつづけた。

「地図を見ながら、その大きな地図の上に書いてあるひとつの文字──町、川、州、国……そういった名前のひとつをさがすという遊びだ。

　初しょ心しん者しゃは相手を困こまらせようとして、できるだけ小さな文字で書かれた名前を選えらぶ。

　だが、慣なれた者だと、大きな文字で、はしからはしまで、図面いっぱいに書かれているような名前をわざわざ指定するのだ。

　こういうのは、大きな文字で書かれた町の看かん板ばんや広こう告こくも同じなんだ。

　目立ちすぎていて、かえって目につかないものだ。

　これは人の目が物ぶつ理り的てきに見落としている例れいだが、心しん理り的てきにも、あまりにわかりきった、はっきりした物が、逆ぎゃくに目につかないということが言えるのさ。

　あの警けい視し総そう監かんは、こういうことがわかっていないんだ。考えたことすらないにちがいない。

　となると、Ｄディーは、例れいの手紙を彼かれらの目の前に、わざと投げだしておいたかもしれん。連れん中ちゅうはそんなことは、夢ゆめにも思わなかったろうからね。

　ぼくはね、Ｄディーのような、思いきったことをする、それも神しん経けいのゆきとどいた考えをする男がだよ、例れいの手紙を存ぞん分ぶんに利り用ようしようとするなら、絶ぜっ対たいに手近に置おいておくはずだと考えると、そして総そう監かんが話していたように彼かれらの考えるような捜そう査さ範はん囲いにはかくされていないと一〇〇パーセント保ほ証しょうされているならだ、これはもう、問題の手紙は、最は初なっからかくそうとしていないにちがいない、と考えるに至いたったのさ。

　そこでぼくは、緑の色いろめがねをかけて、ある朝、たまたま通りかかったといったようすで、Ｄディーの官かん邸ていに出かけていった。

　彼かれは家にいて、退たい屈くつきわまりない、という感じであくびまじりに部屋の中を歩きまわったりしていた。じっさいは、あんなに精せい力りょく的てきな男だというのに、ね。

　ぼくも最さい近きんはめっきり視し力りょくが落ちて、めがねが欠かかせなくなった、などとボヤキながら、彼かれの話に耳をかたむけているふりをして、色いろめがねのうしろから部屋じゅうをながめていた。

　いちばん注目したのは、大きな書きもの机づくえだ。

　本が五、六冊さつ、それに手紙や書しょ類るいが雑ざつ然ぜんとのっている。

　注意してみたが、とくにあやしいところはない。

　よくよく見ると、ボール紙でできた、安っぽい透すかし模も様ようの入った状じょう差さしが目にとまった。

　マントルピースの中ほど、そのちょっと下にある小さい真しん鍮ちゅうの取っ手に、青いリボンでぶらさげてある。

　三段だんか四段だんの仕切りがあって、名めい刺しが五、六枚まいと、きたない手紙が一通、差さしてあった。

　手紙はひどくよごれて、しわになり、まん中がちぎれそうだった。

　やぶいて捨すてるつもりが、気が変かわって、とりあえず取っておこうか、と思いなおしたみたいな感じの封ふう書しょだった。

　封ふう筒とうをとじるのに使う封蠟シーリング・ワックスを知ってるだろう。

　封ふう筒とうをとじる合わせ目に、熱ねっした蠟ろうをたらして、そこに紋もん章しょうを彫ほった鉄の印しるしをおしつけるんだ。

　Ｄディーの頭文字をおした黒い封蠟シーリング・ワックスがいやでも目について、宛あて名なは女文字で大だい臣じんの名が書いてある。

　これがその状じょう差さしのいちばん上の仕切りに、無む造ぞう作さにつっこんであった。

　その手紙を見たとたん、これだ、と思ったね。

　一見したところ、総そう監かんが説せつ明めいしてくれた問題の手紙の形けい状じょうとは、まったくちがう。

　おめあての手紙には、赤くて小さい封蠟シーリング・ワックスに、Ｓエス公こう爵しゃくの紋もん章しょうがおしてあった。

　ここにあるのは、女文字で大だい臣じんの名が記してある。
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　さがしているのは、さる高こう貴きな方の名がしっかりした文字で書いてあるものだ。

　しかし、考えてみると、ちがい方が極きょく端たんだ。

　きたなくてしわくちゃな上に、半分やぶられているようなものが、こんなに目立つ形で置おかれているなんて。几き帳ちょう面めんなＤディーの性せい格かくとは、似につかわしくないことはなはだしい。

　これはぼくがさっき言った、地図の中から大きすぎる地名をさがすというのにそっくりな考え方じゃなかろうかね。

　それからぼくは、大だい臣じんが興きょう味みを持つだろうと思う話題を次つぎ々つぎと見つけて、えんえんと長話をつづけたのさ。

　そのあいだ、例れいの手紙をつぶさに観かん察さつし、その外がい観かんや、状じょう差さしの中にどんな具合につっこんであるかってことを、頭に焼やきつけた。

　そのおかげで、決けっ定てい的てきな発見をした。

　手紙のはしっこが、ひどくすり切れていたのだ。

　かたい紙を一度折おりたたんで折おりめをきちんとつけて、そのついた折おりめのところでひっくりかえして逆ぎゃくの折おりめを付つけたときにできる、そういう感じのすり切れ方なんだ。

　これですべてがわかった。この手紙は手て袋ぶくろのように裏うらがえしにして、宛あて名なを書きかえ、封蠟シーリング・ワックスをおしなおしたんだ。

　ぼくは大だい臣じんにさよならを言って、すぐ退たい散さんした。机つくえの上に金のかぎたばこ入れを残のこして、ね。

　次の日の朝、ぼくは忘わすれものを取りに、大だい臣じん官かん邸ていに行って、前の日の議ぎ論ろんを熱ねつっぽく再さい現げんしたんだ。

　そうしているときに、部屋の外でなにか爆ばく発はつしたような大きな音がした。

　そして外を通る人の悲鳴とさけび声がしたから、Ｄディーは窓まどに駆かけよって、大きくあけると、身を乗りだした。

　そのあいだにぼくは、状じょう差さしのところに行って、例れいの手紙を抜ぬきとってふところにおさめた。そのかわりに家でこしらえておいたにせものの手紙を差さしこんでね。

　Ｄディーの頭文字をパンで作った判はんでおして、にせの封蠟シーリング・ワックスに仕立てあげたのさ。

　外の騒さわぎは、マスケット銃じゅうを持った男が、通行人のまん中で一発ぶっぱなしたものだった。銃じゅうは空くう包ほうだったんで、すぐ釈しゃく放ほうされた。
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　その男が行ってしまうと、大だい臣じんももどってきた。

　もちろん、ぼくも窓まどのところに駆かけつけたけれどね。

　それからまもなく、ぼくは官かん邸ていを離はなれた。

　そのマスケット銃じゅうの男は、ぼくがやとったのさ」

「しかし、手紙のにせものをわざわざこしらえて置おいてきたのは、どうしてだい。最さい初しょに行ったとき、持ってきてしまえばよかったんじゃないか」

「Ｄディーは、命知らずの男だよ。そして官かん邸ていには彼かれの腹ふく心しんの部下もいる。そんなむこう見ずなことをしたら、生きて帰ってはこれなかったろう。

　そうしたのには、もうひとつの理由もある。

　きみはぼくの政せい治じ的てきな立場を理り解かいしているだろう。今度の件けんでは、ぼくはあの貴き婦ふ人じんの側がわに立って、ことにあたっている。

　Ｄディーは、この一年半ばかり、彼かの女じょを思う存ぞん分ぶん、あやつってきた。だから、今度は彼かの女じょのほうがそうするのさ。

　なぜって、彼かれは手紙が手もとにないと気がついていないから、これまで通り、相手を思うままに動かそうとするにちがいない。さあそうなると、あとは破は滅めつへまっさかさまだ。

『＊地獄へ落ちるはいとやすしファキリス・デセンサス・アヴェルニ』とも言うけれど、カ＊タラーニが声楽について言っているように、じっさいは低ひくいほうから高いほうへ歌うほうが、その逆ぎゃくよりはるかにたやすいのだ。





地じ獄ごくへ落ちるはいとやすし…イタリアの詩人ウェルギリウスの『アエネーシス』第六巻かんよりの不ふ正せい確かくな引用。カタラーニ…イタリアのオペラ歌手。






　ぼくは今度のことに関かんして、Ｄディーになんのあわれみも感じないけれど、ね。

　それとね、じつを言うと、Ｄディーのやつが、これまでさんざんもてあそんできた、Ｇジーの表ひょう現げんを借かりれば『さる貴き婦ふ人じん』にだね、いきなり反はん抗こうされて、それならと手もとにかくしていた手紙をあけてみたときに、ぼくが置おいてきた手紙を見て、なんと思うか、それが知りたくてならないよ」

「へえ、なにか特とく別べつのものでも入れてきたのかい？」

「いやね、ただ白紙を入れておくのもなんだから──それじゃあ、あんまりバカにしていると思ってね。

　それにＤディーのやつ、いつかウィーンでぼくにひどいことをしたことがあるんだ。そのときぼくは、笑わらいながら、いつかお返しをするからな、と言ったのだ。

　そこでだ、彼かれもいったいだれがこんなことをしたのか、知りたいにちがいない。そのときのために、なにか手がかりを残のこしておいてやろう、と思ってね。

　彼かれもぼくの筆ひっ跡せきは、よもや忘わすれまい。だから、便びん箋せんのまん中にたった二行──




　このような残ざん酷こくなたくらみは、

　アトレにはふさわしくなくとも、ティエストにはぴったりだ。




　と書いておいたのさ。クレビヨンの『ア＊トレ』からの引用さ」





アトレ…ティエストがアトレの妻つまを誘ゆう惑わくしたしかえしに、甥おいたちを殺ころして、父ティエストに食べさせた古代ギリシャ、ミケーネの王アトレの挿そう話わ。プロスペール・ジョルヨット・ド・クレビヨンの『アトレとティエスト』が出しゅっ典てん。
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　アメリカの詩人、作家、編へん集しゅう者しゃのエドガー・アラン・ポーが、グレアムズ・マガジンという雑ざっ誌しに「モルグ街がいの怪かい事じ件けん」を発表したのは、一八四一年四月のことでした。

　のちに、これが推すい理り小しょう説せつのはじまり、といわれるようになります。ということは、この作品に登場するオーギュスト・デュパンは、名めい探たん偵ていの第一号というわけです。

　ポーは、一八〇九年に、アメリカのボストンで、旅たび芸げい人にんの両親の二番目の男の子として生まれました。日本はそのとき文ぶん化か六年。江え戸ど時代も後期に入ろうというころでした。

　ところが、エドガーが二歳さいになる前に、お父さんは家族を捨すてて出ていってしまい、その翌よく年としには、三人の子どもを残のこして、お母さんが病死します。両親をなくした子どもたちはそれぞれ他家にもらわれ、エドガーはリッチモンドのアラン家に引きとられました。

　やがて貿ぼう易えき商しょうの養よう父ふは、一家でイギリスに移い住じゅう。エドガーは十一歳さいまで英えい国こくで生活し学校に通いますが、養よう父ふの事業がうまくいかなくなり、またリッチモンドにもどります。

　十七歳さいのとき、ヴァージニア大学に入りますが、お酒を飲み、賭かけごとをして、育ての両親との仲なかもうまくいかなくなって、家出をしたりすることになります。

　しかし、家か庭てい的てきにめぐまれていなくとも、持って生まれた文才をいかして、詩集を出版し、小しょう説せつを書き、生せい活かつ費ひをかせぐために何誌しもの雑ざっ誌しの編へん集しゅうにたずさわっています。

　ポーは、推すい理り小しょう説せつ以い外がいにも、ＳエスＦエフや怪かい奇き小しょう説せつなど、いろいろな分野の作品を発表し、アメリカ文学の土台をきずいた、とてもりっぱな作家です。けれども残ざん念ねんなことに、生きているあいだは、たいした評ひょう判ばんにならず、むしろ海をわたったフランスで、たいへん有名な詩人のボードレールによって翻ほん訳やく紹しょう介かいされ、注目されるようになります。









[image: ]











　そのおかげで推すい理り小しょう説せつの分野でも、ポーの生まれた国アメリカよりもフランスで、『黄色い部屋の謎なぞ』や『オペラ座ざの怪かい人じん』の作者ガストン・ルルー、そして怪かい盗とうアルセーヌ・ルパンの生みの親モーリス・ルブランなどに受けつがれました。

　ポーの作品の中で、推すい理り小しょう説せつといってよい作品には、デュパンが登場する本書に収おさめられた三編ぺん以い外がいに、暗号ものの傑けっ作さく「黄おう金ごん虫ちゅう」と、意外な犯はん人にんの型かたのひとつを作ったといわれる「おまえが犯はん人にんだ」があります。この五つの物語で、ポーはのちの推すい理り小しょう説せつで取りあげられたあらゆる形を作りあげてしまったのです。まさに天才と呼よんでもいいでしょう。

　お読みになったデュパンの物語には、名めい探たん偵ていと、その活かつ躍やくを記き録ろくする助手役のコンビが登場して、事じ件けんを解かい決けつしますね。これがのちに、シャーロック・ホームズをはじめとする推すい理り小しょう説せつの基き本ほん形けいとなります。そしてそのスタイルを作りあげたのかポーなのです。

　デュパンの助手役には名前がありませんが、ポーの流れを受けついで名めい探たん偵ていホームズを生みだしたイギリスのコナン・ドイルは、助手役ジョン・Ｈ・ワトスンを創そう造ぞうし、この型かたを完かん成せいさせました。そこで、名めい探たん偵ていの助手役を、ワトスン役というようになったのです。

　名めい探たん偵ていの中でも、事じ件けんの関かん係けい者しゃや捜そう査さにあたった警けい察さつ官かんから話を聞いたり、新聞記事を読んだだけで、犯はん人にんの正体や犯はん行こう方ほう法ほうを推すい理りによって探さぐりあててしまう、名めい探たん偵てい中の名めい探たん偵ていを「安あん楽らく椅い子す探たん偵てい」といいます。だまってすわればピタリとあたる、というわけです。

「マリー・ロジェの謎なぞ」におけるデュパンは、まさに安あん楽らく椅い子す探たん偵ていといってよいでしょう。

「モルグ街がいの怪かい事じ件けん」は、内うち側がわから鍵かぎのかかった部屋の中で事じ件けんが起こるのに、犯はん人にんの姿すがたはありません。こういう小しょう説せつを「密みっ室しつもの」といい、推すい理り小しょう説せつの中でもっとも人気のあるテーマです。同時にこの作品では、意外な犯はん人にんのひとつの形を生みだしています。

「盗ぬすまれた手紙」では、問題の手紙が、思いもよらない場所にかくされています。推すい理り小しょう説せつとしてはもちろん、ポーの全作品中でも、もっとも評ひょう判ばんのよい短たん編ぺんです。

　ポーは決して、自分が推すい理り小しょう説せつという新しいジャンルを創つくりあげたと思っていたわけではありません。ものの考え方とはどういうものなのか、その筋すじ道みちを示しめすために書かれたのが、デュパンの物語だということを、本書から読みとっていただければ幸いです。

　エドガー・アラン・ポーは酔よいつぶれているところを発見され、そのまま四日後に亡なくなります。

　一八四九年、日本では江え戸どの末まっ期き、嘉か永えい二年の十月七日、四十歳さいの若わかさでした。









本書は原作を対象年齢向けに読みやすくしたものです。一部現代の社会通念や人権意識からは不適切と思われる表現が見られますが、執筆当時の時代背景と作品の価値を尊重し、そのままとしました。












作／エドガー・アラン・ポー

１８０９年アメリカ合衆国のボストンに生まれる。両親を早くに失い、アラン家の養子となる。貧しい生活のなかで、雑誌編集などの仕事をしながら詩や小説を執筆。『モルグ街の怪事件』は世界初の推理小説といわれ、後世の作家に大きな影響をあたえた。１８４９年、死去。




訳／戸川安宣（とがわやすのぶ）

１９４７年長野県に生まれ、東京で育つ。立教大学在学中に立教ミステリ・クラブを創立。卒業後、東京創元社に入社。編集者として多くの新人作家をデビューさせ、日本の本格ミステリの発展につくす。ミステリ専門書店「TRICK+TRAP」を２００３年から２００７年まで運営。共著に『ぼくのミステリ・クロニクル』などがある。




絵／はみ

漫画家。漫画版『響け！ユーフォニアム』の作画を担当。著書に『灰色の季節、箱庭で』がある。
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